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日本語の基本数詞シのヨとヨンへの言語変化について 
―ヨン化とヨ化を発音資料に探る―

城　岡　啓　二

０．序

日本語の基本数詞シとヨンなどの関係を扱う論文を発表するのははじめてで
はない。城岡（2009）は、地名や姓などの固有名詞でヨン・ナナ・キューが使
われているか、また、いつ頃から使われているかなど、固有名詞におけるシ・
シチ・クからヨン・ナナ・キューへの言語変化について考察を行った。また、
城岡（2010）は静岡大学人文学部公開講座の内容を整理したものであるが、ヨ
ン・ナナ・キューへの一般の語彙の言語変化を大雑把にまとめている。

シは、ヨンへの変化以前にヨに変化したものもあり、シチからナナへの変化、
クからキューへの変化と比べて複雑であり、考察すべき点も少なくない。本稿
は、固有名詞と比べてある程度容易に発音資料が入手できる一般の語彙におけ
る「四」を対象として、主として明治以降にこうむった言語変化を調査し、ま
とめたものである。各種の発音資料の出版年を調査し、その結果をもとに変化
の時期や条件を考察する。日本語の数詞や助数詞では、漢語ないし漢語由来の
数詞や助数詞の方が和語よりも基本的で重要であるが、ヨンの普及は和製漢数
詞ヨンの成立も意味していたので、それについても論じたい。和語の数詞・助
数詞については、近年のヨハコからヨンハコへの変化などについてのみ触れる。

固有名詞よりも発音資料が多い一般の語彙についての調査といっても、数詞
はかな書きされることもなく、「四」に対応する数詞の中でもっとも新しいヨン
という数詞がいつ頃から使われ始めたかについてさえじつは資料が多くない。
そのためか、日本語の専門家の記述の中にもあきらかな誤解があるようである。
宮島（1967）は国立国語研究所が行った雑誌の語彙調査をもとに機械的に日本
語の基本語彙として1000語を取り出し、その1000語が『日葡辞書』から『研究
社和英大辞典』までの外国語と日本語の二ヶ国語辞典の見出し語として存在す
るかどうか調べ、日本語の語彙の増大を論じている。ところが、ヨンやキュー
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については、「和英のうちで最新最大の『研究社和英大辞典』（1954年版）でも、
1000語中つぎの８語がおちている」として、「四（よ・よん）」や「九（きゅう）」
に触れている。さらに、「このミスは、武信・井上にまでさかのぼる」と書いて
いる。宮島はヨンやキューが明治時代の井上十吉の『新訳和英辞典』（1909、三
省堂）や昭和初年の武信由太郎の『新和英大辞典』（1931、研究社）の見出し語
に採用されていないことを二ヶ国語辞典の不備と考えているようであるが、ヨ
ンやキューの普及が比較的新しく、標準形として辞書に採用されたのが比較的
新しいという事実を見落としているのだろう。明治期に標準形として数詞のヨ
ンなどを想定することはおよそ考えられないので、井上十吉がヨンを採用して
いないことは当然であるし、武信の『新和英大辞典』にしても、1931年なら外
国人向けの日本語教材などでヨンの採用は始まっているが、不採用も続いてい
る時期なので、辞書の見出し語への不採用が不備とは言えない時期にあたる。

ヨンが古くから使われていたと誤解されている例は他にもある。国立国語研
究所が編集にあたっている『牛店雑談安愚楽鍋 用語索引』（1974、秀英出版）で
は、索引の見出しが「よんじゅう、よんじゅうごもんめ、よんじゅうよんもん、
よんひゃく、よんもん」とヨンを使っている。また、「十二万三千四百五十六石」
が「じゅうにまんさんぜんよんひゃくごじゅうろっこく」という読みが付けら
れている。これでは明治５年に出版された口語小説でヨンが使われているとい
うことになってしまうが、それはあり得ない1。『用語索引』の付録として復刻
されている原書を調べてみると、ヨンとしている箇所はすべてふり仮名がなく、
索引は現代日本語の感覚で作られてしまったようである。ヨンについては、江
戸時代のロドリゲス（1608）やコリャード（1632）の記述にもなく、わたしの
目に触れた中では、最初の記述は、チェンバレンの口語ハンドブックの２版

（1889、明22）のものである2。チェンバレンは、口語の行き過ぎた傾向として、
シの代りにヨを使うだけではなく、ヨンを使うことがあると書いている。1888
年（明21）の初版にはなく、２版で追加された記述である。シニンではなくヨ
ニンを使うというシの代用のヨについて述べたあとで、「卑語では更に一歩進ん
でヨがヨンとなる。例えばシ-ジューfortyの代りにヨン-ジューと言うだろう。」

… 1… 他にも、「しじゅう」が空見出しで、「よんじゅう」を見るように指示している箇所が指摘できる。
「四十」に「よんじゅう」の言い方が当時あったと勘違いさせてしまいそうだし、「しじゅう」と
いう言い方よりも「よんじゅう」が基本的な言い方だったことを暗示してしまうことになりそう
だ。学術的な文献の索引の付け方としては不適当であることは言うまでもない。

… 2… 城岡（2009）でサトウの英和口語辞典をヨンについての最初の記述としてあげたが、チェンバレ
ンの方がもっと早い。
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（¶155、『チェンバレン『日本口語文典第２版』翻訳』、大久保恵子訳、笠間書
院、1999）。「卑語では」と訳されている部分は、２版でthe…vulgarを使っている
が、３版（1898、明31）でcolloquialismを使って説明し直しているところを見
ると、「卑語」というほど下品な意味あいを少なくとも３版が出たときには考え
ていなかったはずで、庶民の言葉や口語程度のニュアンスだったと思われる。

１．資料と調査について

１．１　発音資料
数詞や助数詞の正確な発音が調査できる資料は、大別すると、①外国人向け

の日本語教材や辞典、②小学校低学年向けの国語の教科書や参考書、③アクセ
ントや朗読法のための発音辞典の３種類になる。外国人が書いたものであれ、
日本人が書いたものであれ、外国人向けの日本語の文法書、教材、辞書など（外
国語学資料と呼ぶことにする）はローマ字で日本語を記述したものが多く、数
詞もローマ字で記載されているものがかなりある。日本人向けに出版された書
籍では、ふり仮名を多用する場合でも、数詞にふり仮名は付けないことが多い
が、例外が小学校低学年向けの教材やアクセント辞典3のたぐいである。なお、
調査対象は最近のものまでまんべんなく一様に集めるのが理想ではあるが、ヨ
ンやヨへの変化を探る目的の調査なので、20世紀中葉以前が多くなっていて、
最近のものはやや手薄になっていると思われる。

１．２　出版年調査について
本稿では出版年調査の結果を次のように表記する。「四匁」の例で示しておこ

う。

【四匁】
①　シモンメ（ホフマン 1867、高橋発音 1904、マツミヤ 1939）
②　ヨモンメ、ヨンモンメ（GHQ 1946）
③　ヨンモンメ（ダン／ヤナダ／エコン 1958、平山アク 1960、NHKアク新 1998）

… 3… 発音辞典やアクセント辞典は、現在では、アナウンサー養成やアクセント矯正の目的のために出
版されるようになり、小学校の国語との関連は薄くなっているように思う。しかし、最初の発音
辞典は高橋（1904）の『国定読本発音辞典』であるし、本格的なアクセント辞典の嚆矢である常
深・神保（1932）の『国語発音アクセント辞典』も「尋常小学国語読本」と「尋常小学読本」の
語彙すべてを収めていると序文で述べており、小学校の国語教育を念頭に置いて出版されたこと
は間違いない。
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発音資料には①シモンメ、②ヨモンメ、ヨンモンメ、③ヨンモンメと三つの
形式の組み合わせがあった。このように出現形によりまず分類し、同じグルー
プの文献の中の順番は、出版年の早いものから「ホフマン 1867、高橋発音 1904、
マツミヤ 1939」のように列挙している。①から③までの縦の順序は、最左端の
文献、つまり、それぞれのグループの中でもっとも古い文献の出版年により上
から順に並べてある。したがって、①→②→③のように変化したことが想定で
きるので、「四匁」の場合は、資料があまり多く見つかっていないが、シモンメ
→ヨモンメ→ヨンモンメと変化したことがたどれる結果になっている。ただし、
ヨモンメという語形を記録している資料は1946年の１点しかなかったので、ヨ
モンメが一般的に使われていたかどうか、また、使用時期の詳細について確実
に推定できるだけの情報量はないだろう。

次に、もう少し複雑な様相を呈している「四列」の出版年調査の結果を見て
おこう。

【四列】
①　シレツ（サトウ２ 1879）
②　ヨレツ（サトウ３ 1904）
③　シレツ、ヨレツ（初教研［1924］－1933）
④　ヨンレツ（文化庁 1971、文化庁 1975、NHKことば１ 1992、NHKアク

新 1998）
⑤　ヨレツ、ヨンレツ（マックレイン 1981、NHKことば２ 2005）

語形の組み合わせが①から⑤までの５つもあり、シレツやヨレツに不連続な
展開も見られ（シレツは②にないのに、③でまた出てくる。ヨレツも④で途切
れているのに⑤で復活している）、単純な展開ではない。とはいえ、①から⑤の
並び方で示される「四列」の言語変化は、大雑把に見れば、シレツ→ヨレツ→
ヨンレツになっている。「四列」は、軍隊用語として使われだしたのか、サトウ
と石橋の『英和口語辞典』の初版（1876）にはないが、２版（1879）にはシレ
ツと出ている。おそらく、この頃に頻繁に使われだしたのだろう。３版（1904）
は別の２人の編集者が『英和口語辞典』を増補改訂したものだが、今度はヨレ
ツになっていて、yoretsu…ni…wakare.という例文もあげている。その後、ヨレツ
とシレツの両方をあげる文献も１点あるが、シレツが廃れ、ヨンレツという新
しい言い方が生じている4。複雑な様相を帯びるのは、文献により標準形として

… 4… ヨンレツが登場するのはかなり新しく、ヨンレツ（文化庁 1971、文化庁 1975、NHKことば１ …
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認める語形についての判断がことなるからであろう。
もうひとつ、調査した助数詞で語形の組み合わせがもっとも複雑だった「四

羽」の例も出しておこう。「羽」は、本来は、漢語ではなく和語であるが、イチ
ワ、ニワと言い習わしており、日本語の中で漢語として扱われていると言える。
チェンバレン（1887：27）に「羽ハもと和訓なれど、支那数詞と組立るを常と
す」とあり、明治期でも支那数詞つまり漢数詞と使われる助数詞であった。

【四羽】
①　シワ（ホフマン 1867、アストン 1869、サトウ２ 1879、アストン 1888、

チェンバレン 1888、コバヤシ［1896］－19085、アカダ／サトミ 1903、ホ
パ・サトウ３ 1904、ウェインツ 1904、鈴木 1906、初教研［1924］－1933、
ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ［1939］－1946、サリヴァン 1944、タカハ
シ 1945、イノウエ 1958、上甲 1960）

②　シワ、ヨワ、ヨンバ（ヤマギワ 1942）
③　シワ、ヨワ、ヨンワ（長沼 1951）
④　シワ、ヨワ、ヨンワ、ヨンバ（マーティン 1954）
⑤　シワ、ヨンバ（オノ 1963）
⑥　ヨンワ（小川／佐藤 1963、NHKアク 1966、マックレイン 1981、タニモ

リ 1994）
⑦　シワ、ヨンワ、ヨンバ（セワード 1968、NHKアク 1985）
⑧　ヨンワ、ヨンバ（NHKことば１ 1992、にほんごの会 1995、NHKアク

新 1998、NHKことば２ 2005）
⑨　ヨンバ（谷守 1992）
⑩　シワ、ヨンワ（ペリー 20086）

ヨ化、ヨン化、一種の連濁（ワ→バ）7の三つが関係していて、複数の語形を

1992、NHKアク新 1998）であった。しかし、完全にヨレツという言い方を駆逐したわけではな
いことは、ヨレツとヨンレツの両形を認める文献もマックレイン（1981）、NHKことば２（2005）
があり、2000年以降も続いていることで確認できる。

… 5… 1908年の出版は２版であるが、「２刷」ほどの意味しかないかもしれない。1921年の「訂正第六
版」、さらに、1924年に出版されたものも確認したが、内容に一切変更はないようだ。少なくと
も1924年の版までヨンがまったく使われていないことは確かである。

… 6… この辞書はSamuel…E.…MartinのMartinʼs Concise Japanese Dictionary（1994）の改訂版であるが、
数詞や助数詞の記述は元の辞書にはなく、改訂時にペリーが付けたものであろう。辞書中では
1994年版も2008年版もfortyにヨンジューとシジューの二つをあげているが、数詞の表ではヨン
ジューだけになっているなど、判断に変化がある。

… 7… あとで詳しく見るが、サンとヨンでは助数詞が連濁するかどうかで著しい対立があり、ヨンに後
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認めるにしてもその組み合わせが発音資料によりかなり違う。ペリー（2008）
のシワは著者の勘違いかもしれない。しかし、同一人物の記述でも、谷守（1992）
がヨンバなのに、タニモリ（1994）ではヨンワになっているなど記述を変えて
いる場合がある。NHKアク（1966）がヨンワで、NHKアク（1985）がシワ、ヨ
ンワ、ヨンバを出していて、こちらも記述が変わっている。どちらも桜井茂治・
秋永一枝両氏による数詞や助数詞の発音やアクセントの解説からであるが、か
なり書きかえられていて、内容に違いが出ている。「四羽」の場合は、単純な言
語変化というわけではなく、本稿で追及はしないが、地域差なども関係してい
るのだろうか、複雑な結果になっている。それでも、シワ→ヨワ→ヨンワ／ヨ
ンバという大きな流れの変化は上の調査結果から見てとれることは確認してお
きたい。

出版年調査にあたっては、初版の出版年が言語データの出典という意味では
重要である。多くの資料にあたってみると、ほとんど初版と同じ内容としか思
えないのに「版」がことなる場合が多く、資料の中身は初版当時の言語状況を
あらわしていて、初版以降の言語状況が変わっていても、対応していない場合
が多い8。言語変化を各版の記述の違いでたどれるヘボンの『和英語林集成』や
サトウの『英和口語辞典』のような文献は、むしろ、めずらしく、例外と言え
る。したがって、調査は、なるべく初版や初版に近い版で行うようにする必要
がある。図書館の相互貸借などを利用して、可能な限り初版やなるべく古い版
を参照したが、不可能な場合もある。出版年調査した文献が初版でない場合で、
初版年を示すことに意味があると判断した場合には、本稿では、［1924］－1933
のように、初版年を［　］に入れて示すことにする。ただし、度数分布表を作
成するような場合は実際に調査した版の出版年をもとにした。出版年の調査は、

続する助数詞は連濁しないという規則性がある。連濁と言えそうな例はヨンバしかない。しか
し、サンバの場合は、サンハ→サンバと、ハ行清音が濁音に変化する連濁だった可能性が高い
が、ヨンバの場合は、厳密には連濁ではなく、むしろ、サンバにつられて、ヨンワからヨンバに
変わったものだろう。なお、ロドリゲス（1608）ですでに「一羽」はichiuaと表記されており、
ハではなく、ワと表記されている。助数詞ではないが「鳥の羽根」なら『日葡辞書』にfaと表記
されているので、助数詞のワも以前はハ（正確にはファ）だったのだろう。

… 8… 1920年代以降の出版物ならヨンが見つかってもよさそうだが、出版物は、一般に、初版時の言語
状況を記述しているもののようで、小林米珂のKelly & Walshʼs Hand-Book of the Japanese Language 
for the Use of Tourists and Residentsは、数詞や数詞と助数詞の組み合わせた発音について詳しく
扱っているが、1924年に出版されたものにもヨンはまったく現れていない。1908年の２版（初版
は1896年）も見たが、この間に数詞・助数詞はかなり急激な変化を受けているはずであるが、記
載の違いはないようである。
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「版」と「刷」の区別を前提にして版の出版年を調査した9。なお、調査結果の
記述は基本的にカタカナで行うが、元の資料にカタカナで書いてあるという意
味ではない。ローマ字資料を解釈したものが多いことをお断りしておく。また、
直接引用する場合以外は「十」などの表記はジューと長音符を使い、ジュウと
は書かないが、これも元の資料がそのように書いてあるという意味ではない。

なお、出版年調査の結果で本文に入れていないもので資料的価値のありそう
なものは、巻末に付録にしたので、参照されたい。

２．出版年調査でとらえる「四」の言語変化

シの代わりにヨを使う変化をヨ化、ヨンを使う変化をヨン化と呼んでおこう。
まず、ヨ化が起き、その後にヨン化が起きているが、明治期以降に変化が起き、
分かりやすいヨン化をまず扱い、その後にヨ化を扱うことにする。

２．１　ヨン化の開始時期について
独立用法10の数詞４の出版年調査の結果を整理すると次のようになる。

【４】
①　シ（日葡辞書 1603、ロドリゲス 1608、コリャード 1632、ヘボン１ 1867、

川上 1872、ヘボン２ 1872、サトウ１ 1876、和独対訳辞林 1877、サトウ
２ 1879、村松 1886、草鹿 1886、ヘボン３ 1886、チェンバレン 1886、
チェンバレン 1888、ランゲ 1890、和独字彙 1897、小宮山 1898、丸善和
仏 1899、バレー［1899］－1908、大倉和独 1901、アカダ／サトミ 190311、
プラウト 1904、ラゲ／オノ 1905、シャンド 1907、ノッス 1907、ウェイ

… 9… しかし、版と刷の区別は現代でもあいまいな場合があるが、明治・大正時代の日本の出版物で
は、版も刷も版と記載しているものが多いようである。たとえば、竹原常太の『スタンダード和
英大辞典』は、奥付によると、1924年11月に初版が出て、翌1925年５月25日には20版が出ている
ことになっている。架蔵本は、初版から約２年後の1926年10月20日に出版され、「訂正増補第25
版」とされている。したがって、版を刷とみなして、判断した文献もある。また、初版第１刷以
降に出版された図書について出版年を表記しない実用書があることにも注意が必要である。おそ
らく、内容が古くなっているというイメージを払拭するために意図的に行われた操作だと思う
が、そのような場合は、Webcat…Plusなどで初版の最初の刷の出版年を調査した。

…10… ヨは、ヒー、フー、ミー、ヨーと数える場合以外は独立用法の４として基本的に使えない語形な
ので、独立用法と助数詞併用形の区別があいまいな文献にシとヨがあげられていても、本稿では
ヨを独立用法としては認めていない。イチ、ニー、サン、ヨ（ー）などが使われたことを示す実
例はないので、正しい扱い方だと考えている。

…11… 1911の４版、1913年の５版、1920年の９版も調査したが、基本的には初版を踏襲している。シワ
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ンツ 1904、ウェインツ 1907、金澤 1908、ザイデル 1910、註解和独［1912］
－1917、藤澤 1914、マックガバン 1920、鉄道省 1933、アベ 1937、オキ
ノ 1943、タカハシ 1945、キヨオカ 1946、マツミヤ 1946、ダン／ヤナダ
／エコン 1958、レヴィン 1959、シラト 1962、マルタン 1970、マックレ
イン 1981）

②　シ、ヨン（ローズ＝イニス 191512、ローズ＝イニス 1919、グロスマン 1927、
ハラダ／クニトモ 1934、オモト 1936、ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ
［1939］－1946、ヤマギワ 1942、サリヴァン 1944、ブロック／ジョーデ
ン 1945、GHQ 1946、ツチエ 1948、アブラハム／ヤマモト 1950、長
沼 1951、マーティン 1954、イノウエ 1958、平山アク 1960、ジョーデ
ン 1962、小川／佐藤 1963、オノ 1963、ミウラ 1965、セワード 1968、イ
ナモト 1972、カワタ 1977、基礎Ⅰ分冊 1978、NHKことば１ 1992、玉村
他 1993、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

シを単独であげる文献とシとヨンの両方をあげる文献の二つのタイプがある
が、シは1603年の日葡辞書から1981年のマックレインまで唯一の基本数詞とし
てあげられている。ヨンは開始時期が遅く、1915年が最初である。シとヨンの
両方をあげる文献は1915年のローズ＝イニスから2008年のペリーまで続いてい
る。したがって、1915年から1981年までのかなりの期間に二つのタイプの重な
りが見られる。重なりの期間を詳しく観察すると、シしかあげない文献は1940
年代を過ぎると少なくなっているのに対して、シとヨンの両方をあげる文献は
1940年代になるとかなり見つかるようになっていて、シしか認めない文献を大
幅に凌駕するようになっている。この辺りが転換点になっているようだ。

表１は、出版年調査の結果を1860年までと、それ以降、10年刻みに2010年ま
で区切って、度数分布表を作成したものである。２件以上の文献が見つかった
年代には網掛けをした。網掛け部分に注目すると、シがシ・ヨンの上方に分布
しているのが見て取れるので、シからシ・ヨンへの大きな変化が理解できるだ
ろう。細かく見ると、シだけをあげる文献が1901年から1910年までに11件ある
のに、1910年以前にヨンをあげる文献は存在していない。次の1920年までの10

リ（40%）とシブ（４%）とシクワイ（４回）というような言い方が４版から確認できたが、数
詞・助数詞の部分でこれが唯一の追加である。

…12… ローズ＝イニスは基本数詞としてのヨンをもっとも早く記録しているひとであり、多くの日本語
教材の著者でもある。厳密に言えば、文献を1915aと1915bなどと区別する必要があるが、わず
らしいので省略した。ローズ＝イニスの他の文献も同様である。
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年間はシだけをあげる文献が３件に対して、
シ・ヨンをあげる文献が２件あり、大きな差
はなくなっている。以降、基本的にシ・ヨン
の方がシよりも一般的になり、件数も上回る
ようになっている（1990年までの10年間は例
外）。

【14】
①　ジューシ（ロドリゲス 1608、ヘボン

１ 1867、川上 1872、ヘボン２ 1872、サ
トウ１ 1876、和独対訳辞林 1877、サト
ウ２ 1879、村松 1886、草鹿 1886、ヘボ
ン３ 1886、チェンバレン 1886、チェン
バレン 1888、ランゲ 1890、和独字
彙 1897、小宮山 1898、丸善和仏 1899、
ホパ・サトウ３ 1904、プラウト 1904、
ウェインツ 1904、ラゲ／オノ 1905、ノッ
ス 1907、金澤 1908、ザイデル 1910、註
解和独［1912］－1917、シャンド 1907、
マックガバン 1920、アベ 1937、ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ［1939］－
1946、ヤマギワ 1942、オキノ 1943、ブロック／ジョーデン 1945、アブラ
ハム／ヤマモト 1950、長沼 1951、マーティン 1954、ダン／ヤナダ／エコ
ン 1958、シラト 1962、ジョーデン 1962、ベルリッツ 1974、マックレイ
ン 1981）

②　ジューシ、ジューヨン（グロスマン 1927、ハラダ／クニトモ 1934、タカ
ハシ 1945、マツミヤ 1946、レヴィン 1959、平山アク 1960、小川／佐
藤 1963、オノ 1963、ミウラ 1965、イナモト 1972、マーティン 1975、玉
村他 1993、ペリー 2008）

③　ジューヨン（オモト 1936、カワタ 1977、基礎Ⅰ分冊 1978、）

ジューヨンを採用しないでジューシだけしかあげない文献がマックレイン
（1981）まで続いている点とジューヨンのみをあげる文献が３点しかない点に注
目したい。ジューシからジューヨンへの変化は、調査結果に基づくと、まだ完
了したとは言えないようである。

シ シ・ヨン
1860年まで 3件 0件
～1870年 1件 0件
～1880年 5件 0件
～1890年 6件 0件
～1900年 3件 0件
～1910年 11件 0件
～1920年 3件 2件
～1930年 0件 1件
～1940年 2件 3件
～1950年 4件 7件
～1960年 2件 4件
～1970年 2件 5件
～1980年 0件 3件
～1990年 1件 0件
～2000年 0件 3件
～2010年 0件 2件

表１　シとヨンの出版年調査から
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【40】
①　シジュー（日葡辞書 1603、ロドリゲス 1608、ヘボン１ 1867、川上 1872、

サトウ１ 1876、サトウ２ 1879、草鹿 1886、ヘボン３ 1886、チェンバレ
ン 1886、チェンバレン 1888、ランゲ 1890、和独字彙 1897、小宮山 1898、
丸善和仏 1899、バレー［1899］－1908、大倉和独 1901、プラウト 1904、
ラゲ／オノ 1905、ノッス 1907、ウェインツ 1904、ウェインツ 1907、金
澤 1908、ザイデル 1910、註解和独［1912］－1917、藤澤 1914、シャン
ド 1907、マックガバン 1920、アベ 1937、NHKアク 1943、オキノ 1943、
マルタン 1970）

②　ヨソ13、シジュー（ルマレシャル 1904）
③　シジュー、ヨンジュー（ローズ＝イニス 1915、ローズ＝イニス 1919、グ

ロスマン 1927、鉄道省 1933、ハラダ／クニトモ 1934、ヴァカーリ 1937、
タカハシ 1945、ブロック／ジョーデン 1945、マツミヤ 1946、GHQ 1946、
ツチエ 1948、アブラハム／ヤマモト 1950、長沼 1951、マーティン 1954、
ダン／ヤナダ／エコン 1958、レヴィン 1959、平山アク 1960、シラト 1962、
オノ 1963、ミウラ 1965、イナモト 1972、マーティン 1975）

④　ヨンジュー（オモト 1936、ヴァカーリ［1939］－1946、ジョーデン 1962、
小川／佐藤 1963、ベルリッツ 1974、カワタ 1977、基礎Ⅰ分冊 1978、マッ
クレイン 1981、玉村他 1993、ペリー 2008）

チェンバレンが口語でヨンジューが使われることがあると書いた明治22年と
いえば1889年であるが、1943年に出たNHKの最初のアクセント辞典でさえ、シ
ジューしか載せていない。一般にヨンジューが日本語の記述にあらわれるのは
20世紀になってからである。チェンバレンのヨンジューの記述は確かに早いが、
日本語の基本的な数詞としてヨンジューの語形をあげているわけではないこと
に注意する必要がある。チェンバレン（1889：100）があげる数詞の表では、ヨ
ンは使われず、シ、ジューシ、ニジューシ、シジューという語形しかないのは、
標準形としてはヨンがまだ認められていなかったことを示している。調査した
発音資料でヨンジューを日本語の標準的な数詞の語形として最初にあげている
のは、ローズ＝イニスで1915年ということを考えると、ヨンジュー（そしてヨ
ン）は、使われ始めたのは明治中期以降であっても、普及が始まるまでかなり

…13…『和仏大辞典』で「四十」の意味でヨソの見出し語をあげている。「四十」がヨソというのは間違
いではないが、当時の普通の日本語だったとも思えない。
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時間がかかったことになる。

【400】
①　シヒャク（ヘボン２ 1872、和独対訳辞林 1877、草鹿 1886、ヘボン３ 1886、

ランゲ 1890、バレー［1899］－1908、アカダ／サトミ 1903、ルマレシャ
ル 1904、プラウト 1904、ウェインツ 1904、ラゲ／オノ 1905、ノッス 1907、
金澤 1908、ザイデル 1910、藤澤 1914、シャンド 1907、アベ 1937、オキ
ノ 1943、ワグスタッフ 1947、アブラハム／ヤマモト 1950）

②　シヒャク、ヨンヒャク（グロスマン 1927、ヴァカーリ［1939］－1946、タ
カハシ 1945、マツミヤ 1946、GHQ 1946、長沼 1951、マーティン 1954、
ダン／ヤナダ／エコン 1958、レヴィン 1959、平山アク 1960、オノ 1963、
文化庁 1971、文化庁 1975、マーティン 1975）

③　ヨンヒャク（ブロック／ジョーデン 1945、ジョーデン 1962、小川／佐
藤 1963、ミウラ 1965、ベルリッツ 1974、基礎Ⅰ分冊 1978、マックレイ
ン 1981、玉村他 1993、ペリー 2008）

唯一の語形としてシヒャクだけをあげる発音資料が1950年で終わっている。
シやシジューだけをあげる発音資料が終わるのが1981年だから、かなり早い時
期にシヒャクからヨンヒャクへ移行したことを示す一事実であろう。また、シ
ヒャクを選択使用として認める資料も1975年を最後に終了しているので、現在
はヨン化が完了していると見なすことができるだろう。

【4000】
①　シセン（アカダ／サトミ 1903、高橋発音 1904、プラウト 1904、ラゲ／オ

ノ 1905、ノッス 1907、ザイデル 1910、藤澤 1914、オキノ 1943、アブラ
ハム／ヤマモト 1950）

②　シセン、ヨンセン（グロスマン 1927、タカハシ 1945、GHQ 1946、長
沼 1951、マーティン 1954、レヴィン 1959、オノ 1963）

③　ヨンセン（ヴァカーリ［1939］－1946、マツミヤ 1946、ダン／ヤナダ／エ
コン 1958、平山アク 1960、ジョーデン 1962、ミウラ 1965、マーティ
ン 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、マックレイン 1981、玉村他 1993、ペリー 2008）

全体的に資料が少ないが、シセンを選択使用として認める最後の資料が1963
年であり、シセンからヨンセンへの移行は完了しているだろう。
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【４万】
①　シマン（ヘボン２ 1872、和独対訳辞林 1877、邨松 1886、ヘボン３ 1886、

ルマレシャル 1904、ラゲ／オノ 1905）
②　シマン、ヨンマン（グロスマン 1927、タカハシ 1945）
③　ヨマン、ヨンマン（マツミヤ 1946、長沼 1951）
④　ヨンマン（ダン／ヤナダ／エコン 1958、平山アク 1960、ジョーデン 1962、

文化庁 1971、文化庁 1975、マーティン 1975）

資料の数は少ないが、シマンを認める文献の最後が1945年で、シからの言語
変化の完了はこれまでの数詞の中でもっとも早いと言える。ヨ化とヨン化につ
いては、グロスマン（1927）とタカハシ（1945）でヨンマンが使われているが、
もう少しあとで、ヨマンという言い方がマツミヤ（1946）や長沼（1951）に出
てくる点が特異である。ヨンマン→ヨマン→ヨンマンという言語変化は不自然
であるから、おそらく、個人差や地域差などが関連しているゆらぎで、基本的
には、シマン→ヨマン→ヨンマンの流れを見るべきだろう。ヨマンが短期間存
在したことは２点の文献があるので確かだと考えられるが、すでにヨンマンも
使われており、ヨ化してすぐにヨン化したはずである。②の文献ではシマンと
ヨンマンが言わば同居しており、ヨ化を介さずに一気にヨン化した場合もあり
そうだ。

さて、今度は、ヨン、ジューヨン、ヨンジュー、ヨンヒャク、ヨンセン、ヨ
ンマンの初出文献の出版年で整理しておこう。

① ヨンの初出文献… 1915（大４）… ④ ヨンヒャクの初出文献… 1927（昭２）
② ジューヨンの初出文献… 1927（昭２）… ⑤ ヨンセンの初出文献… 1927（昭２）
③ ヨンジューの初出文献… 1915（大４）… ⑥ ヨンマンの初出文献… 1927（昭２）

結果をみると、数詞の中でヨンの使用が早かったのは、ヨンとヨンジューであ
る。

一方、無声子音と有声子音で始まる漢語助数詞のヨン化の初出年を調べると、
ヨンバンだけは初出文献の時期はかなり早いが、数詞のヨン化よりも明らかに
遅れていることが明確である。

① ヨンホンの初出文献… 1942（昭17）… ④ ヨンバイの初出文献… 1951（昭26）
② ヨンヒキの初出文献… 1937（昭12）… ⑤ ヨンバンの初出文献… 1927（昭２）
③ ヨンマイの初出文献… 1942（昭17）
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ヨンバンは例外的に早いが、助数詞併用形の「四」よりも独立用法の「四」の
ヨン化の方が早かったことになろう。また、ヨンバンが早いといっても、1927
年で、1915年が初出のヨンやヨンジューの方がもっと早い。つまり、独立用法
の「四」のヨン化はシがヨンに変わったものであるから、ヨンをヨの変化と捉
えるような見方は歴史的事実に反しているということである。助数詞と使われ
たヨバンのヨなどが最初にヨンに変化したわけではないということでもある。
明治時代の文献も含めて、ヨとヨンを同じようなものと見なす素朴な見方があ
るが、ヨがヨンに変わって使われるようになったのは、シがヨンに変わったあ
とのことである。

出版年調査の結果から初出文献だけでなく、1911年から1960年までの発音資
料の件数を10年ごとにまとめた度数分布表を作って、ヨン化の始まりの時期に
ついて考察してみよう。０件と１件のセルには網掛けをしているので、この網
掛け部分と網掛けの付いていない部分に注目してもらいたい。要するに、網掛
けの付いている部分は、まだ初出文献がなかった時代と、初出はしているが、
まだ普及が進んでいない時代と見ることができる。数詞では、やはり、ヨンと
ヨンジューが早く出現し、ジューヨンがやや遅れている。ヨンヒャクとヨンセ
ンとヨンマンはやや遅れて普及しているが、普及はジューヨンより早かったら
しい。ジューヨンを認める文献は1931年から60年にかけて２件ずつとあまり増
えていない。単独の数詞と助数詞を比較すると、助数詞の使用ではヨン化が遅
れているのは明らかで、
その中でも、助数詞が
無声子音で始まるヨン
ホンやヨンヒキが少し
早く、有声子音のヨン
マイ、ヨンバイ、ヨン
バンは遅れている。た
だし、発音資料が１件
の箇所にも注目すると、
1927年に初出年のある
ヨンバンはかなり早い
ことも分かる。後で見
るように、通話品質が
低かった電話でヨンバ

～1920年 ～1930年 ～1940年 ～1950年 ～1960年
ヨ ン 2件 1件 3件 7件 4件
ジューヨン 0件 1件 2件 2件 2件
ヨンジュー 2件 1件 4件 7件 5件
ヨンヒャク 0件 1件 0件 5件 5件
ヨンセン 0件 1件 0件 4件 5件
ヨンマン 0件 1件 0件 2件 3件
ヨンホン 0件 0件 0件 3件 5件
ヨンヒキ 0件 0件 1件 3件 4件
ヨンマイ 0件 0件 1件 1件 4件
ヨンバイ 0件 0件 0件 0件 3件
ヨンバン 0件 1件 0件 1件 2件

表２　数詞単独と助数詞併用形のヨン化の時期



‐ ‐116

ンのような言い方が普及し始めた可能性が高いが、電話番号でヨンバンを使っ
たとしてもどんな状況においてもシバンがヨンバンに変わったということでは
ないはずで、そのことが初出年が早いにもかかわらず、ヨンバンの普及は必ず
しも早くないことと関係しているのだろう。ヨンバンは1940年以前に１件の発
音資料しかなく、その後もすぐに普及が進んだわけではないことが出版年調査
の結果から分かる。

ヨン化は、1910年代から1950年代にかけて大きく進んだと考えられる。普及
初期の証言としては、1920年（大正９年）に出版されたマックガバンの口語日
本語の教科書がある。数字の表や助数詞との組み合わせではヨンをまだ使って
いないが、多くの場合にヨンやヨがシの代わりに使われるとし、漢語助数詞と
も使われると述べている（In…many…cases,…even…with…Chinese…numerals…yo…or…yon…
takes…the…place…of…shi…(“four”),…nana…the…place…of…shichi…(“seven”)(these…two…from…
the…Japanese…numerals),…and…kyu…the…place…of…ku.……Thus…yon…jū roku,…“forty-six”;…
nana jū go,…“seventy-five”;…kyu jū hachi…“ninety-eight,”…etc.…p.93)。マックガバン
は、すでに確立した言い方であるヨニン（４人）やヨネン（４年）は当然使っ
ているが、「４分の３」はshibun…no…sanだし、時間の「４分」もshi-fun、「明治
45年」もshi…jū…go…nen、「鉛筆４本」もshi…hon、「イス４脚」もshi…kyakuである。
したがって、ヨンを正式な言い方としてはまだ認めていない。とはいえ、1920
年の時点で、すでに、ヨンの普及は始まっていたことをマックガバンの記述は
証言している。それがキヨオカ（1946：84）になると、近年、シのかわりにヨ14

やヨンを使い、シチのかわりにナナを使うことが広く行われるようになってき
たと書いている（In…recent…years…the…use…of…yo…or…yon…instead…of…shi,…and…nana…
instead…of…shichi…has…come…into…general…use.……The…reason…is…that…the…sound…of…shi…
and…shichi…are…difficult…to…distinguish…especially…over…the…telephone.……Needless…to…
say…yo…was…borrowed…from…yottsu…and…nana…from…nanatsu.）。キヨオカが記述し
ている時期は、和語の助数詞を除いて、数詞でも助数詞でもヨン化が種類をと
わず顕著になっていた時期に相当する。

２．２　ヨン化の完了時期について
ヨン化の開始ではなく、完了の時期を考えてみよう。シとヨンの併用時期に

…14… シのかわりにヨが使われるのは新しい傾向ではなく、当時はすでに終了期であり、ヨ化への言語
変化はもはや下火になっていたと考えられるので、やや観察不足、あるいは誤解があるものと思
われる。
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続いて現れるヨンの単独使用時期がヨン化の完了、正確に言えば、完了の始ま
りをあらわしていると捉えることができるだろう。まず、出版年調査の結果か
ら数詞について出してみると、次のようになっている。

①　ヨンだけをあげる初出文献… なし
②　ジューヨンだけをあげる初出文献… 1936（昭11）
③　ヨンジューだけをあげる初出文献… 1936（昭11）
④　ヨンヒャクだけをあげる初出文献… 1945（昭20）
⑤　ヨンセンだけをあげる初出文献… 1946（昭21）15

⑥　ヨンマンだけをあげる初出文献… 1958（昭33）

ヨンだけをあげる初出文献はまだなく、ヨン化にもっとも抵抗があったのが、
「四」である。しかし、ジューヨンよりは大きなヨンについては、遅くとも1950
年代までにはヨンがシに比べて優勢になり始めていたことは確かであろう。

２．３　ヨン化と助数詞の種類
比較的新しい言語変化であるヨン化についてグラフにまとめ、ヨン化の言語

変化を概観しておくことにする。ヨンの選択使用と単独使用の区別から出版年
調査の結果を整理してみよう。シからヨンへの変化は、ヨを経由するものとヨ
ンへ直行するものと二つのタイプがあるが、ここでは話を分かりやすくするた
めに、ヨン直行型の変化で選択使用と単独使用の概念を説明しておこう。想定
される言語変化は、まず、シの時代があり、それから、シとヨンの併用時代が
続き、完全にヨン化すれば、ヨンの時代が後続するはずである。併用時代の始
まりを「ヨンの選択使用」の年とし、単独使用が始まる年を「ヨンの単独使用」
と捉えるのである。下の「四冊」の調査結果で示すと、ヴァカーリ（1937）の
1937年が「ヨンの選択使用」の年であり、「ヨンの単独使用」の年はタカハシ

（1945）の1945年である。

【四冊】
①　シサツ（サトウ２ 1879、コバヤシ［1896］－1908、アカダ／サトミ 1903、

ホパ・サトウ３ 1904、伊沢 1911、国語調査委 1916、常深アク 1932、マ
ツミヤ 1939、NHKアク 1943、サリヴァン 1944、イノウエ 1958、ブレイ
ラー 1963）

…15… ヴァカーリ（［1939］－1946）は1939年の初版は未見なので、ここでは1946とした。
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②　シサツ、ヨンサツ（ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ［1939］－1946、ヤマギ
ワ 1942、キヨオカ 1946、長沼 1951、ダン／ヤナダ／エコン 1958、セワー
ド 1968、イナモト 1972）

③　ヨンサツ（タカハシ 1945、上甲 1960、平山アク 1960、小川／佐藤 1963、
ジョーデン 1962、オノ 1963、ツァハート［1963］－1976、文化庁 1971、
文化庁 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、NHKアク 1985、吉川 1989、NHKことば
１ 1992、谷守 1992、玉村他 1993、タニモリ 1994、NHKアク新 1998、
NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

ヨ経由型とヨン直行型の区別もあるし、助数詞の種類によってヨン化には遅
い早いがある。有声音で始まる漢語助数詞、無声子音で始まる漢語助数詞、さ
らに最近で和語助数詞の場合でもヨン化が観察される。なお、和語の助数詞

（箱、切れ、組）以外の助数詞の選択にあたっては、1910年代から1950年代にか
けての文献に記載の欠落が多い助数詞は変化を見るのに適当とは言えないので、
省いてある。

グラフを見てもらおう。縦軸は西暦である。「四銭」から「四組」までの項目
の順番は「ヨンの単独使用」の（出版）年でソートしたものである。

単独使用の年代を基準に並べてみると、大雑把に見て、「四銭」から「四組」
の順番でヨン化が進んだと考えられるが、これはどういう順番だろうか。

①　…無声子音で始まる漢語助数詞（銭、階、軒、歳、分、か月、冊、匹、杯、

図１　ヨンの選択使用と単独使用
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本、寸、個、着、足、回、頭、偏）
②　有声子音や半母音で始まる漢語助数詞（秒、匁、番、行、割、代、度）
③　和語助数詞（箱、切れ、組）

「秒」や「匁」や「番」が無声子音の漢語助数詞に混じっていたり、「遍」の
ヨン化が遅く、有声子音の漢語助数詞に遅れている点などが逸脱として指摘で
きるが、おおよそ①から③への順番で言語変化が進んだことが図１のグラフか
ら確認できる。有声音で始まる漢語助数詞がなかなかヨン化しなかったのは、
ヨ化をしていた漢語助数詞のヨン化が遅れているのに歩調を合わせたという解
釈も可能だろう。ヨバンがなかなかヨンバンにならないのだから、同じように、
シモンメもヨンモンメにならなかったということである。
「ヨンの選択使用」の時期と「ヨンの単独使用」の時期が逆転している場合が

ある。十分な発音資料がなかったせいではないかと上で述べたが、近接してい
ることの意味は、ヨン化への「圧力」がとくに高かった場合と解釈できると思
われる。そのような例をグラフから取り出すと、「四銭」、「四階」、「四軒」、「四
歳」、「四か月」、「四冊」、「四艘」がそうであるが、これらはヨンが使われ始めて、
ヨン化への強い変化圧を受けて、すぐに普及し、シという言い方をしなくなっ
たということになる。

グラフで「ヨンの選択使用」が落ち込んでいる箇所は、「ヨンの単独使用」ま
でかなりの期間がかかっており、ヨンの普及を妨げる要因があったか、早期に
一部のひとたちや一部の分野などで使われだした理由があったかのどちらかで
あろう。すでにヨ化していたため、ヨン化を進める変化圧が強くなかったため
と解釈できるのは、「番」と「割」である。「分」と「秒」については時間表現と
いう共通性があるが、なぜ、シフンやシビョーという言い方が比較的長く残っ
たか不明である。同様にヨンの普及まで時間がかかったのが「四遍」であるが、
理由ははっきりしない。

２．４　ヨン化に先行したヨ化について
シは漢数詞であるが、ヨは和数詞ヨツの助数詞とともに使われる助数詞併用

形が元であり、ヨハコ（四箱）のように使われた。かつては和語の助数詞には
和数詞を使うのが基本で、ヨフクロ（四袋）やヨキレ（四切れ）としか言えな
かった。「四切れ」の出版年調査の結果を出しておこう。
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【四切れ】
①　ヨキレ（ヤマギワ 1942、タカハシ 1945、ブレイラー 1963）
②　ヨキレ、ヨンキレ（NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば

２ 2005）
③　ヨンキレ（ペリー 2008）

発音資料が少ないが、以前はヨキレでヨンキレが新しい言い方であることは
確認できる。ヨにはこれとは別に、シの代わりに使われた代用のヨがある。典
型的な例をひとつだけあげるなら、「四年」のシネン16は、ネンは漢語助数詞な
ので、本来は漢数詞のシを使うべきところだが、早くからヨネンと言われてい
た。ロドリゲスの『日本大文典』（第３巻、1608）ですでに指摘されている。こ
のヨは漢数詞のシの代わりに使われ、代用のヨと呼んでおけるだろう。このシ
を使うべきところでのヨ化の現象は、ヨン化よりもはるかに早いが、明治期に
もシからヨへの言語変化は完了しておらず、引き続きヨ化は進行している。ロ
ドリゲス（1608）では代用のヨの使用例は多くなく、間違っている可能性の高
いヨソー（四艘）のほかは、ヨド（四度）、ヨルイ（四類）、ヨリ（四里）、ヨネ
ン（四年）をあげているに過ぎない。当時はヨ化の規則性が明白ではなかった
と考えられるが、明治期になってまとまった数のヨ化の例をあげ、漢語助数詞
と使われるシがヨになることがあると指摘しているのは、お雇い外国人として
最初期の東京大学医学部でドイツ語やラテン語などを教え17、帰国後にベルリ
ン大学の日本学の初代教授になり、日本語総合教材を出版したルードルフ・ラ
ンゲである。ランゲ（1890：64）はローマ字で代用のヨが使われる助数詞をあ
げているが、意味を書いているので、漢字を補って示すと、ban（番）、dai（代、
台）、do（度）、ji（時）、jō（畳）、mai（枚）、nen（年）、nin（人）、ri（里）、

…16…「四年」がヨネンになる前はシネンだったはずであるが、この発音を実証する資料があるのかど
うか分からない。ただし、古い和暦の読みについてはシネンと読むべきというひとが大正時代に
はまだいたようで、おそらく、以前の読み方の伝統を引き継いでいるのだろう。『改訂高等小学
読本巻三字引』（大正３年、矢島誠進堂）では「建久四年」に「けんきうしねん」とルビを振り、

「シ（傍点）トヨム。紀元一八五三年」と解説している。わざわざ説明をしているのはヨネンと
読まれてしまうのを訂正したいからか。

…17… 国立国会図書館近代デジタルライブラリーに『東京大学医学部年報』の第４年報（明10）から第
７年報（明13）までの所蔵がある。明治10年に東京大学が成立してからの最初の４年間分だが、

「外国教授申報抄訳」があり、ランゲの書いた報告の「抄訳」があり、それによると、「独逸学」、
「羅甸学」、「地理学」を教えている。丸山國男の「我が国に於ける独逸学の勃興」（『日独交通資
料』第三集、日独文化協会、1936）によると、ランゲは明治７年12月10日に東京医学校（東京大
学医学部の前身）にお雇い教師として雇われ、明治14年10月30日まで勤めている。
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yen（円）である。ランゲも、ロドリゲスと同じように、列挙するだけで、ど
ういう助数詞で代用のヨが使われるのかという条件の記述は行っていない。や
はり、まだ規則的にヨ化していると理解されていなかったのだろうか。もっと
後の時代になっても、「四銭」がヨセンにならないことをマツミヤ（1937）は、
ヨエンやヨリンと言うこともあるが、ヨセンとは言わないと、個別の事例とし
て述べている。助数詞が無声子音で始まれば、ヨが使えないというほとんど例
外のない規則も当時の日本語教育にたずさわるひとにも必ずしも自明のことと
して理解はされていなかったようである。

明治期やそれ以前のシとヨとの関係がどうだったか考えるのに適した落語が
ある。江戸中期に成立したとされる古典落語に「しの字嫌い」がある。プラウ
ト（1904）では日本語の読み物として取り上げられている。主人と賢い召使の
話である。賢い召使を困らせようと考えた主人が縁起の悪いシという言葉を使
わないというルールの一種の遊びを始め、召使にシカンシヒャクシジューシモ
ン（四貫四百四十四文）の金を渡して勘定させ、いくらかと聞いて、困らせよ
うとするのだが、賢い召使は、ヨッカンヨヒャクヨジューヨモン18と言っての
け、ソレデワルケレバとサンガン イッカン、サンビャク ヒャク、サン
ジュー ジュー、サンモン イチモンと言い直してみせる。予想外の抵抗に会い、
主人は、結局、にシブトイヤツダと、シを入れた言葉を使ってしまい、召使に
負かされてしまうという話である。落語「しの字嫌い」で分かることは、①江
戸時代にはヨンはまだなく、ヨンが使われていないこと、②シのかわりにヨが
使われることは一般に理解されていたこと、③通常シをヨに取り換えることが
できない場合が存在して、そういう場合がヨッカンヨヒャクヨジューヨモンだ
ということ、ということになるだろうか。この召使だが、大量のお金の勘定を
やらされ、座り続けたために足がしびれたようであるが、「しびれ」とは言わず
に「よびれ」と言ってみせ、説明を求められると、イチビレ、ニビレ、サンビ
レと、ヒレという架空の助数詞を使い、サンビレの次だとも説明する箇所もあ
るので、シとヨの同一性については理解されていたと見てよい。

…18… ヨモンという言い方なら、助数詞の語頭が有声音なので、ありうる形であるが、調査した発音資
料にはなかった。サトウ（1873）の『会話篇』がシモンになっているし、クルチウス（1857）に

「四文銭」が出てくるが、シモンセンである。ヘボン（1867、1872、1886）の『和英語林集成』
（初版、２版、３版）もシモンセンであるし、『和独対訳辞林』（1877）も「四文銭」の「四」にシ
のルビを付けている。
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２．５　ヨ化の語頭有声条件と音韻同化
ロドリゲス（1608）もランゲ（1890）も代用のヨが使われる場合を列挙する

だけで、ヨ化の条件については考えていなかったが、ヨ化した助数詞を観察す
ると、条件があったことが分かる。

ランゲ（1890）はヨ化する助数詞としてジ（時）やジョー（畳）をあげてい
たが、助数詞の語頭がサ行濁音である。他の発音資料から探すと「四丈」もヨ
ジョーが使われていた。また、ランゲはネン（年）とニン（人）をあげている
が、他にも「四男19」でヨナンが使われた時期があったようである。つまり、助
数詞の語頭がナ行音である。ランゲのあげたマイ（枚）はマ行音であるが、メ
イ（名）もヨメイになっている。ラ行音で始まる助数詞はランゲはリ（里）し
かあげていないが、「四厘」、「四輪」、「四列」などもヨ化している。ハ行濁音の
例はランゲはバン（番）だけであるが、「四倍」、「四秒」もヨ化している。結局、
サ行濁音、タ行濁音、ナ行音、ハ行濁音、マ行音、ラ行音で始まる場合にシが
ヨに変化していることになる。濁音やマ行、ナ行、ラ行に共通するのは有声子
音ということである。ランゲは「円」もあげているが、「円」は明治期の資料で
は当初より一貫してyenと記載されており、母音で始まるのか、［ j ］の音が語
頭に付与されているのかはっきりしないし20、他に頻繁に使われた母音で始ま
る漢語助数詞はなかったが、母音にしてもヤ行子音が語頭に付くにしても有声
音であることには変わりがない。有声音で始まる漢語助数詞ならヨ化したのか
検討してみると、「円」は母音で始まる漢語助数詞とすれば、ヤ行音やワ行音や
カ行濁音がまだヨ化の事例にないことになる。しかし、ワ行音は「四羽」がヨ
化している。「ワ（羽）」は本来は和語の助数詞であるが、一般的に漢語助数詞
として使われていることはすでに述べた21。ヤ行については『NHKことばのハ
ンドブック』（第２版）のかなりの量の助数詞リストにも「夜（や）」と「役（や
く）」の二つしかなく、調査した文献に見つからなかったことに大きな意味はな

…19…「四男」はヨ経由型変化でヨン化を完了していると思われるが、出版年調査では発音資料は多く
ないが、シナン→ヨナン→ヨンナンの言語変化が明確に読み取れる事例である。①シナン、ヨナ
ン（ブリンクリー 1897、ルマレシャル 1904）、②ヨナン（グロスマン 1927、常深 1932、同音
類音 1941、NHKアク 1943）、③ヨナン、ヨンナン（NHKアク 1985）、④ヨンナン（NHKアク
新 1998）。

…20… キヨオカ（1946：92）はyen…is…pronounced…enと書いており、この頃には［ j ］の発音はなかっ
たことは確かだろう。

…21… 逆の場合もあり、「晩」は本来漢語であるが、明治期でも和数詞とともに使われ、ヒトバン、フ
タバンと数えて和語のように扱われていて、ヨバンという言い方が使われても、これは和数詞の
ヨと考えられるので、シの代用のヨではないだろう。
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さそうだが、カ行濁音で始まる漢語助数詞なら、「月（がつ）」、「学級」、「行」、
「グループ」、「合」、「号」がある。「四合」の出版年調査の結果は、①シゴー（コ
バヤシ［1896］－1908）、②シゴー、ヨンゴー（NHKアク新 1998）、③ヨンゴー

（NHKことば１ 1992、NHKことば２ 2005）で、ヨゴーはなかった。「四号」で
は、シゴー、ヨンゴー（ダン／ヤナダ／エコン 1958、レヴィン 1959）で、ヨ
ゴーは見つからなかった。「四行」も、①シギョー（高橋発音 1904）、②シギョー、
ヨンギョー（ダン／ヤナダ／エコン 1958）、③ヨンギョー（文化庁 1971、NHK
アク新 1998）であり、ヨギョーという言い方を支持する発音資料はなかった。
しかし、国語調査委員会（1916：70）は「十四行」の「四」はシまたはヨとし
ているので、ジューヨギョーという言い方はあったらしい。「四行」にヨギョー
という言い方も一時期使われていたかもしれない。発音資料が十分でないこと
も追及を難しくしているが、カ行濁音で始まる漢語助数詞には、ヨ化を遅らせ
るなんらかの理由があった可能性がある。また、シゴーから一気にヨンゴーに
なっているらしいのは、ヨ化を経ないで、ヨン化を早める理由があった可能性
もあるだろう。ただし、カ行濁音であれば絶対にヨ化しなかったわけではない
ことは地名の「四郷」の調査で分かる。シゴー以外に消失地名でヨゴーという
村名の例が岐阜県と三重県にあったからである（『消えた市町村名辞典』、東京
堂、2000）。

さて、ヨ化の条件として助数詞の語頭有声音という条件は、調査した発音資
料には幾つか例外が見つかっている。ロドリゲス（1608）のヨソー（四艘）、タ
カハシ（1945）のヨカイ（四回）、ヨチョー（四挺）、ヨフィート（四フィート）、
グロスマン（1927）のヨタン（四反）やヨヒキ（四匹）（どちらも反物の数量単
位）である。NHKのアクセント辞典の1985年版は「四クラス」に「ヨンクラス」
以外に「ヨクラス」という言い方も認めている。ペリー（2008）も「四階」に
対してヨンカイのほかにヨカイをあげている。プラウト（1904）では「十四歳」
がジューヨサイになっている。しかし、こうした例外事例は他の発音資料の中
で孤立した指摘になっている点はまず指摘しなければならない。ロドリゲスは
ヨソーとしているが、やや時代をくだるが、17世紀中葉のコリャードは「～艘」
の言い方を詳しく説明しているところで、「四艘」のところは何も触れておらず、
規則的な読み方、つまりシソーと発音するものと考えていたと見られる。出版
年調査の結果でも①シソー（アストン 1869、アストン 1888、サトウ２ 1879、
コバヤシ［1896］－1908、アカダ／サトミ 1903、ホパ・サトウ３ 1904、ウェイ
ンツ 1904、国語調査委 1916、タカハシ 1945）、②シソー、ヨンソー（ヤマギ
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ワ 1942、長沼 1951、ダン／ヤナダ／エコン 1958）、③ヨンソー（マツミヤ 1946、
オノ 1963、NHKことば１ 1992、NHKことば２ 2005）になっており、明治以
降もシソーと記述される例がかなりあるが、ヨソーはない。タカハシ（1945）
のヨカイも「四回」を他にこういう発音として記述している資料はない。出版
年調査の結果は、①シクワイ（赤田／里見 1911、ラゲ／オノ 1905）、②シカイ

（国語調査委 1916）、③シカイ、ヨンカイ（ヤマギワ 1942）、④シカイ、ヨカ
イ、ヨンカイ（タカハシ 1945）、⑤ヨンカイ（オノ 1963、文化庁 1971、文化
庁 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、三省堂アク２ 1981、NHKことば１ 1992、谷
守 1992、玉村他 1993、NHKことば２ 2005）である。このような場合、著者
の誤解か、判断が間違っていた可能性がある。また、例外事例を指摘している
著者が他の例外事例も指摘しているタカハシ（1945）のような場合がある。ヨ
カイ（四回）、ヨチョー（四挺）、ヨフィート（四フィート）が同一個人が指摘
しているが、このような場合については、当該の項目に関して著者の判断が独
特であり、信頼性に問題があると判断するのもやむを得ないだろう。グロスマ
ン（1927）があげているヨタン（四反）やヨヒキ（四匹）など、あるいは繊維・
布取り引きの際の専門語としてこのような言い方があったかもしれない。とは
いえ、このような例外の孤立事例は、誤解や間違いでなくとも、日本語の数詞・
助数詞の主流がこのような傾向と発音だったというわけではないはずである。
主流の流れとは別の傍流を考えることになるだろう。

ところで、ヨをとる漢語助数詞に見られる語頭有声条件を規則性として記述
しているのは、マーティン（1954、1975）であるが、歴史的変化は考慮に入れ
ていないか、誤解している。マーティン（1954）とマーティン（1975）では微
妙に異なる説明であるが、マーティン（1954：183）では語頭有声条件のもとで
ヨンがヨの形で実現するという説明をしているのに対して（Before…some…counters…
beginning…with…a…voiced…sound,…the…counter…yon…ʻ4ʼ…appears…in…the…form…yo-:…yo-en…
ʻ4…Yenʼ,…yo-nen…ʻ4…yearsʼ,…yo-ji…ʻ4…oʼclockʼ,…yo-jikanʼ4…hoursʼ,…yo-jo…ʻ4…matsʼ）、マー
ティン（1975：770）では語頭有声条件での撥音の脱落として説明している

（ When…attached…to…counters…that…begin…with…a…voiced…sound,…yon…often…(but…not…
always)…drops…the…final…-n:…[…]）。どちらの説明も大同小異であるが、こういう
説明の仕方は、共時的な規則という点では間違っていないとも考えられそうで
あるが、「四時」に対してヨンジという語形がヨジの前にあったことになってし
まうし、「四円」に対して現在でも時々使われるヨンエンという語形がヨエンの
先にあり、それがヨエンに言語変化したかのように説明してしまうことになる
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わけで、新しい語形と古い語形の順番が事実に反する文法記述になってしまう
だろう。

語頭有声条件があったことは間違いないと思われるが、なぜ有声音で始まる
助数詞がヨ化したのだろうか。筆者の考えは、ヨ化は、助数詞の語頭が有声の
場合にシがヨに移行することで、有声性の音韻同化を利用して、シの不都合さ
を回避した現象であり、音韻同化によってヨ化の語形が安定したのではないか
というものである。ヨは少なくとも和数詞の助数詞併用形としてはヨ・ハコ（四
箱）のように既存の語形であり、自由に同じ数詞として使えたわけではないが、

「四」にはシとヨという同じ意味の複数の語形が存在していた。そこへ、助数詞
の語頭が有声であるため、有声の音で始まるヨの方に性質をそろえようとする
音韻同化という変化が起きたと説明できる。選択肢の中を移行するような逆行
同化なら比較的容易に実現したのではないかと考えられる。「四男」の場合で逆
行の音韻同化のイメージを説明すると、ナンのナとシとヨでは、ナと同様に有
声音で始まるのはシではなく、ヨである。イメージしやすいように有声音で始
まるという共通の特徴を持つヨとナを囲み文字として図示すると、以下のよう
に表現できるだろう。

［四男］　①シナン⇒②シナ□ン⇒③［シ→ヨ□］ナ□ン⇒④ヨナン（⇒⑤ヨンナン）
もともとシには不都合な点もあり、シからヨへと移行することで、シの不都

合さを解消し、また、音韻同化がヨナンという語形を一時期ではあるが、安定
させたということになるだろう。

シからヨへの変化が音韻同化であれば、音韻同化を受け付けにくい語はヨ化
しにくいはずであるが、事実、外来語はたとえ語頭が有声音であってもヨ化し
なかったか、ヨ化に対して強く抵抗したと考えられる。外来語が一般に音韻同
化しにくいことは、連濁も起こらないことにもあらわれている。たとえば撥音
で終わる数詞のサン（三）は助数詞を連濁させる傾向が強く、その傾向は現代
より以前の方が強かった。しかし、サンに続く外来語の助数詞が連濁すること
はない。

①　３ケース／*３ゲース　　　　　　②　３トン／*３ドン

外来語は音韻同化を受け付けない傾向を持ち、連濁もヨ化もしないと説明で
きる。先にあげた「ヨフィート」や「ヨクラス」という言い方が使われたこと
は間違いでないにしても、少なくとも長続きせず、安定しなかったのは、外来
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語がヨ化を受け付けにくい傾向の例外であるとも言えるが、長続きも安定もし
なかったことは、外来語が音韻同化を受け付けにくいことを支持する証拠とい
う二面性を持つだろう。

一方、外来語の助数詞もヨン化の言語変化はしているが、それは、ヨン化は
音韻同化と関係して進行した言語変化ではなく、基本数詞がシからヨンに変わっ
たことによる言語変化であると解釈できる。したがって、外来語の助数詞に対
してもシからヨンへの変化は起きたわけである。

言語変化の途上には主流の変化以外にそれなりに逸脱事例が生じるようだ。
「四年」は現代でもヨネンが標準的だと思われるが、ヨン化の言語変化の流れの
中で、ヨンネンという言い方は一時的にかなりの勢力を持ったようである。ヨ
ネンとヨンネンの両方を認める発音資料が戦後複数見つかるからだ（ブロック
／ジョーデン：1945、GHQ：1946、ダン／ヤナダ／エコン：1958）。同様に、

「四万」のヨ化の事例を記録する資料は２点（マツミヤ 1946、長沼 1951）しか
ないが存在する。しかもこの２点の文献は同時にヨンマンの言い方も認めてい
るので、ヨマンという語形は短期間存在したかもしれないが、一気にヨンマン
へと変化したと解釈できるだろう。

３．漢数詞のシ、和数詞のヨ、シの代用のヨ、和製漢数詞のヨン

これはのちに詳しく考察する。「四」の各種の数詞で残っているもうひとつの
ヨンの由来や歴史については、一般にはあまり知られておらず、和数詞の助数
詞併用形であるヨとの類似から和数詞だとされることもあるようである。ヨン
をヨと同様に和数詞の仲間と見る考え方が一般の人だけでなく研究者の間でも
ある程度普及している考え方なのである。たとえば、玉村（1986）では「ヨッ
ツ・ヨ（ン）」をひとまとめにして和語系としているし、室山（1986）も、ヨ・
ヨンを「和語系のもの」、シを漢語系のものと分類している。添田（2006）は10
から１に逆順に数えるときや電話番号の読み方を論じ、ヨンやナナが出てくる
のを「和語読み」と説明している。しかし、筆者はヨンは当初より和製漢数詞
とみなすべき数詞であり、漢数詞の機能をもって使われだした数詞であり、「和
語読み」つまり訓読みと捉えることは適切ではなく、ヨンを和数詞と考えるの
は間違いであるという見解である。最大の理由は、和数詞と和語、漢数詞と漢
語の結合規則（傾向）である。ヨンが和数詞であれば、和語とともに使われる
のが本来の使い方であるが、ヨンクミのような言い方は最近認められた言い方
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であり、当初のヨンの使い方ではない。ヨンは和数詞ヨの撥音便と解釈するこ
とができるが、ヨンの語形の類似は和数詞のヨだけではなく、漢数詞サンとの
類似もある点に注目したい。つまり、ヨンという語形は漢数詞サンとの類似性
のゆえに選択されたと考えられる。田野村（1990：195）がヨンについて「『さ
ん』からの類推だろうか」と書いているが、筆者も同じ考えである。最初から
漢数詞のサンと同じように機能することを目的に創造された語形であるなら、
ヨンは和製の漢数詞と解釈するのが妥当であろう。ヨンは当初より代用のヨと
は異なる性格を帯びていたことは見逃せない。すでに漢語助数詞と使われてい
た和数詞起源のヨであるヨバン（四番）やヨマイ（四枚）のヨがヨンに最初に
変化していない。単独の数字のシがヨンに変わり、助数詞と使われたシがヨン
に変わり、その後、ヨがヨンへと変わり始めるという言語変化をたどっている。
つまり、ヨンは漢数詞のシの代わりに使われ始めたのであり、和数詞のヨや代
用のヨの代わりに使われ始めた数詞ではなかったことなる。ヨンの普及期の文
献にも助数詞と使う場合にヨが使われることが多くなるが、特に漢語（の助数
詞）とともに使われる場合にヨンが使われることがあると述べているマツミヤ

（1935：24）の証言（[…],…when…the…character…四,…four,…is…connected…with…Auxil-
iary…Numerical…Words,…the…pronunciation…yo…is…more…frequently…used…than…shi,…but…
sometimes…yon,…especially…when…used…with…Chinese…words…[…].）が重要である。
ヨンは当初より漢語とともに使われ始め、当時の使い方は和語と親和性の高い
和数詞としての性格ではなかったことになるだろう。したがって、ヨンを和数
詞や和数詞同等とみなす考え方は言語変化の実態にそぐわない。

ヨンは和製漢数詞というのが筆者の解釈だが、それでは、なぜサンボンと言
うのにヨンホンなのかというような、サンとヨンの連濁のふるまいの違いにつ
いての説明が必要になってくるだろう。撥音で終わる数詞（ナン、サン、セン、
マン）は連濁を引き起こすが、ヨンでは連濁が起こらないとマーティン（1975：
771）は述べているが、当然の指摘であり、ヨンと他の基本数詞との重要な違い
である。これは、ヨンの成立が明治以降であり、普及はもっと遅く、そのこと
が関係していると思われる。田野村（1990：215－216）でもヨンがサンとこと
なり、助数詞との組み合わせにおいて濁音化率や半濁音化（パ行音化）率が低
い理由については、ヨンという言い方の成立が新しいことによるものと推定し
ているが、濁音化については筆者の考えと同じである。しかし、半濁音化率も
ヨンの方が低いと田野村は述べているが、これは違うと思う。ヨンと助数詞の
組み合わせにおいてもかなり多くが半濁音化する。それどころか、かつてはヨ
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ンの方が半濁音化の傾向が強かった可能性もある。マーティン（1954：183）に
yom-pyaku,…yom-pon,…yom-pai,…yom-pikiのような言い方を使う一部のひとがい
るとあるが、そうなら、サンはsam-byaku,…sam-bon,…sam-bai,…sam-bikiであった
わけだから、サンよりもヨンが半濁音化の傾向が顕著だったことになるだろう。

また、サンでは、20世紀以降、撥音の後での濁音化の音韻傾向が廃れはじめ
ていることは、濁音化の解消という言語変化も起きていることから分かる。ハ
行音の助数詞では清音化せずに半濁音化する傾向も出ている。ハ行濁音からハ
行清音に戻るのか、ハ行半濁音に変わるのかは、発音資料となる文献の数が多
くなく、正確に判断するのが難しいが、半濁音に変わった例があることは確か
である。今では使う機会の減った粉薬などの助数詞「服」を使った「三服」（粉
薬を数える助数詞）は確実に連濁から半濁音化に変わっている。図２は1903年

（明36）出版の第一期国定教科書の『尋常小学読本』（巻一）22からであるが、「コ
グスリ」つまり粉薬23の数え方を国定教科書として全国の小学生に教えている
箇所である。「三服」がサンブクになっていることに注目してもらいたい。また、

「四服」がシフクになっている。このように、
「三服」は、古くは、サンブクと連濁したので
ある。出版年調査の結果は以下の通り。

【三服】
①　サンブク（コリャード 1632、コバヤシ
［1896］－1908、尋常小学読本 1903、ラゲ
／オノ 1905、マックガバン 1920）

②　サンブク、サンプク（ヤマギワ 1942）
③　サンプク（オノ 1963、マックレイン 1981、

NHKことば２ 2005）

上の②のヤマギワ（1942）で初めて、サンプ
クという半濁音化した言い方が登場して、③
になると、サンプクだけになり、サンブクと
いう連濁する言い方が消えてしまっている。

…22… 1904年（明37）から基本的に国内では同一の教科書を使う国定教科書の制度が始まり、その最初
の小学校の国語の教科書である。

…23… わたし自身はコナグスリと言うが、明治期にはコグスリという言い方しかなかったらしい。維新
直前の幕末から明治中期にかけてのヘボンの『和英語林集成』の初版から３版までコグスリしか
見出し語になっていない。明治44年出版の金澤庄三郎の『辞林』も同様である。

図２　明治期の粉薬の数え方
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要するに、サンブク→サンプクと変化したわけである。
他にも撥音の後で連濁していた語が連濁を解消した例をヘボン（1867）で探

すと、かなり見つかる。『和英語林集成』は発音表記をローマ字でおこない、カ
タカナは当時の日本語の仮名遣いに基づいて「隣町」のリンチョーは「リンチ
ヤウ」のように書いているが、ここでは発音表記としてのカタカナで『和英語
林集成』の発音を示し、矢印の後に現在の発音を示しておこう。

… 　幕□末　… … 　現□代　� 　　

①　巌（岩）石… ガンゼキ… ⇒… ガンセキ
②　元服… ゲンブク… ⇒… ゲンプク
③　現世… ゲンゼ… ⇒… ゲンセー
④　三世… サンゼ… ⇒… サンセー
⑤　人夫… ニンブ… ⇒… ニンプ24

⑥　難所… ナンジョ… ⇒… ナンショ
⑦　顛（転）倒… テンドー… ⇒… テントー
⑧　紛失… フンジツ… ⇒… フンシツ
⑨　凡夫… ボンブ… ⇒… ボンプ

明治期以降に連濁を解消する例がかなりあるが、連濁一般が解消する傾向にあっ
たというわけではなく、撥音後の強い連濁傾向が解消する傾向にあったという
ことで、撥音後でなければ、ヘボン（1867）の当時は連濁しなかった語で、そ
の後連濁するようになった語彙も存在する。たとえば、『和英語林集成』では

「片側」はカタカワであるし、「下山」はゲサンである。これらはその後連濁し
ている。

上の『和英語林集成』の②「元服」、⑤「人夫」、⑨「凡夫」の例でも連濁が
解消して、半濁音化しており、おそらく、ハ行音の場合には清音は複合語の後
部では現れず、清濁の対立ではなく、濁音と半濁音が対立するという傾向に明
治期以降もあったと見られる。数詞と助数詞の場合で連濁の解消と半濁音化の
例を漢語の助数詞からみつけるのは難しいが、和語の助数詞も最近では漢数詞
をとるように変わってきていて、「三箱」について考えるなら、連濁の解消と半

…24…「人夫」の現代の言い方をここではニンプとしたが、現代の国語辞典で確認できる言い方である
が、「人夫」や「人足」という言い方は現代では使われなくなっていて、今の大学生などは知ら
ない語だろう。
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濁音化を確認することができる。ミハコがミパコにはならないが、サンバコか
らサンパコへと変化してきているからである。数詞をサンと読む場合だけに限っ
ているが、①サンバコ（オノ 1963、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998）、
②サンバコ、サンパコ（NHKことば２ 2005）、③サンパコ（ペリー 2008）の
ようになっており、以前はサンバコしかありえなかったのが、最近ではサンパ
コも認められるようになっている。もちろん、サンのあとの助数詞が連濁する
場合がサンバイ（三杯）のように現代でも多数あるが、古い規則が残ったもの
で、連濁の解消や半濁音化への変化をまだ受けていないものと解釈できるだろ
う。撥音後の連濁や半濁音化については、従来から日本語史上の関心から追及
されており、濱田（1983）、迫野（1989）、浅田（2000）がある。h音がp音に変
化したという考え方のほかに古いp音が保存されたという考え方もあったよう
である。明治時代以降についてみれば、『和英語林集成』以降に言語変化が確認
できる「元服」「人夫」「凡夫」などでは、もともとb音だったものがp音に変わっ
たことが明らかで、h音がp音に変わったわけではないし、古いp音が保存され
た場合でもない明白な事例ということになるだろう。

以上のことを
踏まえると、ヨ
ンをサンと同等
の漢数詞と見な
すことには何ら
問題は存在しないと考えられる。ヨンに後続する助数詞は基本的に連濁しない
が、それはサンの明治期以降の性格と大差はないと思われるし、半濁音化につ
いては、かなり共通しているからだ。NHKことばのハンドブック第２版の数
詞・助数詞の表で語頭がハ行音の助数詞について、サンかヨンに後続する助数
詞が半濁音に変化した例をすべて取り出すと表３のようになる。なお、半濁音
化は本来は漢語助数詞に生じる音韻変化であったかもしれないが、「箱」につい
てもサンパコのような言い方が生じているので表に入れてある。

なお、現代日本語においても撥音後のハ行清音は例が少なく、「万年筆」と
「鉛筆」を比べると、「万年筆」が［［［万］［年］］筆］のように単純ではない語構
成を持つ点に清音のままヒツが使われている理由があるという説を迫野（1989：
823）は紹介している。助数詞とサンやヨンの使い方を観察すると、「平方メー
トル」の場合はサンでもヨンでも清音のままなのは、「平方メートル」が複合助
数詞であるためと説明することが可能かもしれない。しかし、ヨンの場合は、

派 波 敗 泊 箱 発 犯 版 班 服 分 編 歩［ほ］
サン p p p p b/p p p p p p p p p
ヨン p p p p － p/－ p p p p p p p

表３　サンとヨンでほぼ共通する半濁音化
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サンとはことなり、半濁音化されない事例がハ行清音で始まる単純な助数詞で
かなり見つかる（「四杯」、「四匹」、「四票」、「四俵」、「四遍」、「四本」など）。お
そらく、これはヨンの成立がサンと比べて新しいため、以前のような撥音後の
連濁の傾向がなくなったためだと考えられる。

４．ヨ化、ヨン化への言語変化の理由とシをめぐる状況について

シがヨ経由型変化とヨン直行型のふたつの変化でシではない語形に変化した
のは、どういう状況で、なぜそのような言語変化が起きたか考察する。ここで
は、まず、状況と理由について諸説をコメントしながらまとめて、その後で、
理由についての筆者の考えを述べることにする。

４．１　ヨ化やヨン化をうながした数詞の使用状況
ヨ化の始まりは古く、ロドリゲス（1608）にも記述されているが、当時の事

情については明確なことは分からない。20世紀の事情なら、ヨ化やヨン化がど
んな場合に起きていたか使用状況についての記述はかなり一致しているので、
おそらくその通りであったと思われる。金額表現と電話番号に使われ、商売や
電話での会話という場面での使用である。数詞の説明で、代用のヨやヨンの使
用状況を明記しているものに、電話における伝達（鈴木 1906…、ローマ字社 1928、
松宮 1937、キヨオカ 1946）や金額表現（鈴木 1906、三宅 1943）がある。た
とえば、鈴木は「或特別（電話番號或は帳簿計算など）の場合に、数量を明瞭
に誤解なく聴きとらしめんが為に、殊更に變則なる用法をなすことあり」と書
いて、「本局ひと千ふた百五十なゝ番（本局一千二百五十七番）」と「よんじう
きうせん（四十九銭）」の用例をあげている（p.65）。竹内（1907）も説明はし
ていないが、用例は金額表現と電話番号の二つの場合である。同様に、使用状
況として具体的に明記していなくとも例文が金額表現や電話番号になっている
場合が大槻（1917）である。『口語法別記』の「数詞」の部で聞き違いを避ける
ための言い方としてヨン・ナナ・キューをあげているが、例文は「二百四十番」
を「ふたひゃくよんじうばん」と言う例（おそらく電話番号であろう）、「四百七十九
圓」を「よんひゃくなゝじうきうえん」と言う例である。バランタイン（1949）
はヨンについては明記していないが、フタやナナについて、商業関係や電話の
通話の二つの場合をあげている。しかも、例としてあげているのは、Moshi,…
moshi.…Kudan…no…kyūsen…futa…hyaku…nanajū…yomban…negaimasu.であり、ヨンも
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含まれている。また、ヨンについてではなく、クとキューについて、三宅（1943：
38）は「計算用語としては概ね九（く）を九（きう）におきかへてつかふ」と
書いている。

厳密に考えれば、電話での通話に使われるということと電話番号の言い方で
使われるということは別の事柄であるが、以前は、電話番号を交換手に言って
取り次いでもらっていたわけであるから、電話での通話でもっとも使われた数
詞の使い方は電話番号であったはずである。通話品質の高くなかった電話での
通話に聞き取りやすさが要求されたと考えられるし、聞き間違いが重要な意味
を持つ金額の伝達においても同じように聞き取りやすさが要求されたのだと考
えられる。金額表現と帳簿計算でも使用状況にあいまいな点が残るが、正確さ
が要求される金額の表現の伝達においてヨンの使用が始まったということは間
違いないだろう。

金額表現がヨ化やヨン化で先行したことは、どの時期を選ぶかによって見え
にくい場合もあると思うが、適当な時期の適当な文献を選べば、十分検証でき
ることである。たとえば、1945年頃の状況を考えるならば、ブロック／ジョー
デン（1945）は、単独の数字については、４（シ、ヨン）、14（ジューシ）、40

（ヨンジュー、シジュー）だが、４円（ヨエン）、４銭（ヨンセン）、14円（ジュー
ヨエン）、14銭（ジューヨンセン）、40円（ヨンジューエン）、40銭（ヨンジッセ
ン）としており、独立用法の数字ではシを認めながら、金額の言い方ではシを
まったく使っていない。金額の表現でヨン化が先行したことを裏付ける記述だ
ろう。

４．２　ヨ化やヨン化の理由
まず、通説を説明しよう。漢数詞ニ・シ・シチ・クが漢数詞が期待される場

所でフタ・ヨ・ヨン・ナナ・キューに変化することは早くから注目され、理由
についても述べられてきている。シからの言語変化と、ニ・シチ・クのフタ・
ナナ・キューへの変化の理由と共通している部分もあり、先行研究の記述も必
ずしもどの変化についての考察なのか限定できない場合がある。著者の見解で
はなく、日本人の説として述べている場合もある。ここではあまり煩雑にもな
るので、細かく区別しないでまとめておく。まず、シを使わない理由として

「死」への連想25の回避は古くからあげられている理由である（ロドリゲス 1608、

…25… シチからナナとクからキューへの変化についても不吉な語（「苦」や「失」）への連想の回避を理
由にあげるひともいる。
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チェンバレン 1888、ラゲ／オノ 1905：43、サンソム 1928：83、ヤマギワ 1942、
バランタイン 1949、アブラハム／ヤマモト 1950、レヴィン 1959、阪田 1995）。
ロドリゲスは「四つを意味するXi（四）は或語とは一緒に使はれない。それは
死とか死ぬるとかを意味するXi（死）の語と同音意義であって、異教徒は甚だ
しく嫌ひ、かかる語に接続した四つの意のXi（四）はひびきがよくないからで
ある。従って、その代りに ʻよみʼ のyo（よ）を使ふ。」（土井忠生訳、p.766）と
書いている。ロドリゲスのヨ化の例はすでに述べたように多くなく、たとえば
ヨバンをあげていないので、1608年までの頃は語頭が有声音の漢語助数詞でも
シのままのものが多かったと推定され、助数詞が有声音で始まればヨ化を起こ
すという規則性も明確ではなかったであろう。したがって、「死」への連想以外
の理由は見つけるのが難しかったと思う。しかし、死への連想でシからの言語
変化を説明するのは現代まで見られる説明のしかたであるが、シニンが早くか
ら使えなかったことは説明できても、シバンが明治期でもこの語形がかなり使
われていたこと、また、運がよいという意味だったシアワセが幸福の意味で一
般化したのは明治以降のことであることを考えるだけで、シが「死」と通じ、
不吉だからという理由は一般性を持ちえないことが分かる。ヤマギワ（1942：
102）はヨ化やヨン化の理由としてやはり「死」への連想をあげている（The…
use…of…yo (yom, yon)…in…place…of…or…alternative…to…shi…is…explained…by…the…fact…that…
shi…is…a…homonym…for…the…word…for…death.）。ヨ化やヨン化がかなり進んでいた
1940年代に「死」との同音だけを理由にあげるヤマギワの説明は伝統的な解釈
を再現しただけとしか思えない。また、「死」への連想説では、すでにヨ化して
いる場合のヨのヨン化の言語変化の説明にはまったくならないことを確認して
おきたい。「死」への連想を避けるという理由をあげる場合でも、自説というよ
りは日本人の説として紹介するというふうに距離を置いた記述をしているのが
バランタイン（1949）である。

聞き取りが困難という理由もよくあげられている（大槻 1917、アブラハム／
ヤマモト 1950、阪田 1995）。とくにシとシチの区別が困難なことがヨンやナナ
への変化の原因として注目されている（アブラハム／ヤマモト 1950、キヨオ
カ 1946、レヴィン 1959、玉村 1986、柳田 1991）。一方、ヨン・ナナ・キュー
の発音が明瞭であるという指摘も見られる（レヴィン 1959）。

また、聞き取りではなく、発音が困難という指摘もされることがある（イノ
ウエ 1958、吉川 1989、阪田 1995）。イノウエ（1958：31）は、ヨやヨンやナ
ナやキューが代用されるのは、発音の難しさか明瞭さの欠如を回避するためと
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書いている（Yo…(or…yon),…nana…and…kyū…are…often…used…as…substituted…words…for…
4,…7…and…9…to…avoid…difficulty…of…pronunciation…or…lack…of…clarity.）。しかし、シチ
やシの発音が困難だからナナやヨンに変わって、シチやシと語頭の子音以外は
同形のイチやニは発音が容易だから変化しないということになるのだろうか。
発音困難説は具体的にどういう点で発音が困難なのか説明がないと説得力がな
いと思う。

同音語の多さ（バランタイン 1949）や語形の短小性（玉村 1986）は比較的
新しい見方であるし、この二つは相関関係もありそうだ。聞き取りやすさや明
瞭さ・不明瞭さとも関係していることは容易に想像できる。

これまでの説をふまえて、有力だと筆者が考えているヨ化やヨン化が起こっ
た理由は、①シでは語形が類似しているため聞き取りが困難という説、②語形
短小説、③アクセントとも関連した母音無声化説の三つを中心とした考え方で
ある。

まず、①の語形の類似性であるが、玉村（1986）は詳細を説明していないが、
「シ」と「シチ」を「きわめて近似した語形」としている。シとシチが音声学的
に似ている語形であることはかな書きでははっきりしないし、ローマ字でshiと
shichiやsitiと書いてもはっきりしないと思われるが、発音記号で［ʃitʃi］と書
くか、シtシと表記すれば、シチとシの紛らわしさが理解できる。要するにふた
つの［ʃi］やシのあいだに t があるだけの音形がシチなのである。つまり、シ
チは先頭でも末尾でも聞き落とすとシになってしまうということである。シチ
の場合は最初の母音が無声化して、１拍めにアクセントが無いことを考えると、
前半が聞き落とされる可能性が大きいように思われる。

語形の短小さということでは１拍の数詞すべての問題であるが、ニやゴはシ
やクに比べて問題が大きいとは思われない。もちろん、ニにしてもフタジュー
のような言い方も使われることがあるし、量をあらわす「五合」がゴンゴーに
なったというのはロドリゲス（1608）でも指摘されており、１拍であるがゆえ
の不明瞭さはニやゴにもある程度は共有されていると思われる。１拍の数詞で
もニとシは頭高アクセントだったようだが、ゴとクは古くは単独で平板型アク
セントだったと言われている。三宅（1943：38）は「大体五十歳以下の年層」
ではゴやクは上型（頭高アクセントのこと、三宅は平板型アクセントを下型と
呼んでいる）に発音するのが普通になったとして、理由として、「下型に発音す
るよりも上型に発音する方が、比較的に誤りなく聴き取ることができるといふ
ような長所もあるところから、今日では、これをゴ・クの下型に保持してゆか
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うとしても、恐らくは不可能に近いと言へるまでの状態になつてゐると考へら
れる」としている。ゴやクの場合、アクセントのない平板型アクセントから頭
高アクセントに変わる方法で明瞭さは増えたろうし、クの場合はアクセントが
あれば母音無声化しない傾向が出てきたであろう。とはいえ、アクセントの頭
高化は、数詞は複合すると、アクセントパターンが変わるので、単独では頭高
アクセントであっても、助数詞との組み合わせや複合数詞において頭高アクセ
ントを維持することはできないことにも注意する必要がある。

表４は、１から10までの日
本語の数詞の語形上の問題点
を考えてみたものである。得
点が高いほど音声言語の数詞
としての欠点が大きいという
意味である。シとシチの類音
性の問題は個別の問題である
ので表では考慮していないが、
シとシチにとっては重要な欠
点であるだろう。シチは母音
無声化も起こるが、２拍なの
で、その点が大きな問題だと
は思われない。やはり、シと
シチが混同しやすいという点
に問題があるのではないだろ
うか。イチやハチが助数詞と
使われる場合、イチサツがイッ
サツへと変化し、促音便によ
りチの母音の無声化を解消し
ているという解釈もできるし、母音無声化の可能性どころか、完全に母音が消
失して、促音便化しているという解釈も可能だろう。かつてシチもこのような
方法があり、今ではシッポー（七宝）ぐらいしか残っていないが、促音便化は
以前はかなり使われていたようである26。廃れた理由は、シッではシとの区別
がいよいよ難しくなったためだったかもしれない。ニがフタに移行したとは言

１拍
母音
無声化
の可能性

平板型
アクセント
（単独）

×の個数

イチ － × － 1
ニ × － － 1
フタ － × － 1
サン － － － 0
シ × × － 2
ヨ × － － 1
ヨン － － － 0
ゴ（旧） × － × 2
ゴ（新） × － － 1
ロク － × － 1
シチ － × － 1
ナナ － － － 0
ハチ － × － 1
ク（旧） × × × 3
ク（新） × － － 1
キュー － － － 0
ジュー － － － 0

表４　数詞の語形上の欠点を得点化してみる

…26…『日葡辞書』（1603）には「七宝」以外に「七書（Xixxo）」、「七星（Xixxǒ）」、「七世（Xixxe）」、「七
珍（Xicchin）」がある。
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えないのは、フタでは母音無声化もあり、ニとくらべて格別有利な語形ではな
いためと解釈できるだろう。

なお、「四台」や「四代」のヨダイがヨンダイに変わるヨのヨン化は本来漢数
詞シを使うところに和数詞のヨを代用として使うという例外の解消と見なしう
るが、ヨ化した時点で、シの抱える問題点（シチとの類音性）は解消している
ので、和・漢混交の不統一の解消という理由が言語変化のそれほど強くない推
進力になっていると考えられる。現在は、「箱」などの和語の助数詞に対しても
ヨン化が進行中であるが、これもヨが不安定だからという理由ではおそらくな
く、和数詞のヨと（和製）漢数詞のヨンと二つあった数詞をヨンへ統一すると
いう意味があるものと思われる。拍数が短かすぎることが原因だとすれば、ミ
フクロの「三袋」がサンフクロに変わっても（2008年に静岡大学の学生38人に
どちらを使うか聞いたところ、サンフクロ：33人、ミフクロ：２人、両方：３
人だった）、フタフクロの「二袋」は絶対にニフクロには変化しないはずである
が、ニフクロへの傾向も強まっているようなので、日本語の数詞を統一し、和
数詞の廃止への変化がすでに始まっているのだろう。

なお、表４の試案では、数詞が単独で平板型アクセントかどうかだけを問題
にしているが、ゴとクのアクセントの変化で述べたように、数詞は助数詞と結
び付くと、数詞部分からアクセントを失うことがあるので、シは単独ではアク
セントがあっても、助数詞と使われれば、アクセントを失い、さらにシの欠点
が大きくなる場合があるだろう。

５．まとめ

これまでに起きたヨ化とヨン化の言語変化は図３のようにまとめられる。最
初に起こった言語変化はヨ化であるが、これはゆっくり進行し、語頭が有声音
の漢語助数詞で起きた変化である。20世紀中ごろまで続いたと思われるが、語
頭が有声音の助数詞がすべてヨ化したわけではなく、最後までヨ化しなかった
ものもあった。

ヨ化の次に起きた言語変化はシのヨン化であるが、まずは独立用法の数詞の
ヨン化が1910年から1950年にかけて起こったと考えられる。助数詞併用形の数
詞のヨン化に先行したと考えられるが、独立用法の数詞のヨン化のきっかけと
して一部のひとたちがヨンバンやヨンジューエンなどを使ったことだった可能
性はある。



‐ ‐137

数詞のヨン化に引き続いて、20世紀中ごろから起きているのは三つのタイプ
のヨン化（図３の③④⑤）である。漢語の助数詞と使われる数詞の「四」です
でに代用のヨに変化していたものがヨンへ変わる変化が始まったが、始まって
いない助数詞もあるし、ヨ化によってシの不都合な点はある程度解消している
ためだと思われるが、変化の必然性はあまり強くなく、ヨバンとヨンバンのよ
うにヨン化が完了していない助数詞も多い。ふたつめのタイプのヨン化はシか
らヨンへのヨン直行型のヨン化である。漢語助数詞と外来語で起きている。語
頭が有声音でない漢語助数詞では基本的にヨ化がおきなかったし、理由は不明
であるが、ヨ化しなかった「四合」のような有声音で始まる漢語助数詞もあっ
た。外来語は連濁もしないし、ヨ化もしなかった。これらの助数詞では一気に
ヨン化した。ヨン化は、基本数詞がシからヨンに変わったことによるものと考
えられ、音韻同化ではなく、進行は早く、すでに基本的に完了してしまってい
ると考えられる。

ヨン化の最後のタイプは、明確にいつからかは特定できないが、比較的最近
始まった和語助数詞におけるヨン化である。発音資料の調査結果では、ヨン化
している場合でも、ヨハコとヨンハコのように、ヨンと和数詞のヨが併用され

図３　シ⇒ヨ⇒ヨンの言語変化（まとめ）
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ている状態が最近まで続いているが、現代の大学生などでは、既にかなりの程
度ヨン化が完了しているものと筆者は推定している。

本稿ではシからヨやヨンへの変化年代についても考察したが、言語変化の時
期についてはあいまいな記述しかできなかった。それには様々な理由がありそ
うだ。外国語学資料の場合、外国人のとらえた日本語が急進的であったり、時
代遅れである場合もありそうだ。反対に、日本人の捉え方が保守的になること
もありそうだ。ローズ＝イニスは文法記述では早くからヨン化を指摘している
が、同じ著者が出している日本語学習用の読本は日本人の協力者が読みを付け
たらしいことも関係しているだろうが、ヨンがまったく使われていない。文法
記述の方が読本よりも先進的な記述になる傾向があるのかもしれない。また、
現象自体に地域差、年代差もあるだろうし、ヨンも使うひとがいるけれども正
しくはシと言うべきであるというような規範意識も関係しているだろう。高齢
の方がヨンではなくシを使い続けているということがあるのは当然であるし、
分野によっては、たとえば落語家が古典落語を話すときのように、古いシが若
い世代でも保存されているということもある。状況に応じた使い方の差もある
だろう。たとえば、葬式などにおいて僧侶が様式化された話し方をする場合、
現代でもクジュークサイということをわたし自身耳にした。同じ場所でお孫さ
んの弔辞では、キュージューキューサイと発音されていた。シとヨンについて
も同じようなことがあるに違いない。2009年の静岡大学公開講座でシとヨとヨ
ンについての話をしたが、80代の方から「四杯」を現在でもシハイとふつうに
言っているとお聞きした。また、新しい時代でも旧式の判断を唯一の正しい語
形と判断するひともいれば、進歩的な判断を容認するひともいるのだろう。そ
れに、使用場面によっての使い分けも考えなくてはならない。１から10まで数
えたり、算数の九九の場合や点呼などの場面ではシを使うのが現在においても
規範的であるだろう。

さて、「四」のたどった言語変化には、矛盾と矛盾の解消という側面があった
と思う。ここで問題にしている矛盾というのは、ヨンを使うようになったのに
ジューシしか使わないという矛盾のことである。独立用法の数詞「四」の使い
方でヨンが認められるようになってもジューヨンを認めていない発音資料が出
版年調査の結果にかなり見つかる（ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ［1939］－
1946、ヤマギワ 1942、ブロック／ジョーデン 1945、アブラハム／ヤマモト 1950、
長沼 1951、マーティン 1954、ジョーデン 1962）。つまり、シの不都合を解消
して、ヨンへの変化が起きたが、矛盾を解消することで新たな矛盾が生まれた
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と言えるだろう。時間はかかるが、ジューヨンという言い方も一般化し、矛盾
を是正する方向でさらに言語変化したと言える。まったく同種の言語変化は今
も起きていると言える。城岡（2010）で指摘したキュー切れとジューク切れと
いう言い方はNHK放送文化研究所（2005）が認める唯一の正しい日本語である
が、キューなのにジュークというのは明らかな矛盾であり、すでにわたしも含
め、かつての言い方を知らない世代には継承されていない。キュー切れなら
ジューキュー切れが新しい言い方だろう。矛盾を解消する言語変化が起きてい
ると言える。

言語変化が矛盾を生みだし、さらにそれが次の言語変化を引き起こし、その
言語変化とともに矛盾も生じ、さらに次の言語変化の推進力となる。言わば矛
盾の連鎖反応であるが、このことは数詞を並べて作る概数表現にもあてはまる
だろう。概数表現では、N1N2のN1ではヨン化やナナ化が遅れ、N2では早くから
ヨン化やナナ化が進んでいる。サンヨン本と言うが、シゴ本と言うのが今日の
標準的な言い方だろう。N1のヨン化やナナ化はこれから進むと思われる。実は、
このようなN1N2の概数表現では、N2のヨン化も他の独立用法や助数詞併用形の

「四」の用法に対して遅れた事実がはっきりしている。ノッス（1907：156）に
Nihon de wa ni jū san shi wo sugita onna wa amari o shiroi wo tsʼkenai. とあり、

「ニジューサンシの女」で、ニジューサンヨンではない。マーティン（1975：
770）は、鉛筆はシホンではなく、ヨンホンと言うと述べているが、サンヨンホ
ンとは決して言わずに、サンシホンとなると述べている。サンシホンについて
は、ジョーデン（1962）もこの形をあげている。ジョーデン（1962：375）は概
数表現が不規則な言い方で、シやシチという言い方の方が普通に出現すると述
べている。このような遅れや不規則性は一時期の共時的現象であって、時間が
経てば、解消される必然性があったと言えるだろう。今後の言語変化も矛盾を
解消する方向で進むことはほぼ間違いないだろう。

【参考資料】27

　  「四銭」 …
①　シセン（草鹿 1886、コバヤシ［1896］－1908、高橋発音 1904）
②　ヨンセン（ローズ＝イニス 1919、マツミヤ 1936、マツミヤ 1939、読本教師

…27… 図１でグラフ化した「四」と助数詞の組み合わせで、本文中に出版年調査のデータを掲載してい
ないものをヨンの単独使用の初出文献の出版年が早い順に掲載する。
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用 1941、ヤマギワ 1942、NHKアク 1943、ブロック／ジョーデン 1945、マツミ
ヤ 1946、長沼 1951、平山アク 1960、ブレイラー 1963、文化庁 1971、文化
庁 1975、マーティン 1975、NHKアク 1985、NHKことば１ 1992、NHKアク
新 1998、NHKことば２ 2005）

③　シセン、ヨンセン（グロスマン 1927、常深アク 1932、鉄道省 1933、マツミ
ヤ 1937、アブラハム／ヤマモト 1950）

　  「四階」 …
①　シカイ（コリャード 1632、ラゲ／オノ 1905、アブラハム／ヤマモト 1950）
②　シカイ、ヨンカイ（三宅 1943、長沼 1951、田代 1953、ダン／ヤナダ／エコ
ン 1958、シラト 1962）

③　ヨンカイ（オモト 1936、GHQ 1946、平山アク 1960、オノ 1963、文化庁 1971、 文
化庁 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKこ
とば２ 2005）

④　ヨカイ、ヨンカイ（ペリー 2008）
　  「四軒」 …

①　シケン（アストン 1869、アストン 1888、コバヤシ［1896］－1908、アカダ／サ
トミ 1903、ウェインツ 1904、国語調査委 1916）

②　シケン、ヨンケン（ヤマギワ 1942、タカハシ 1945、長沼 1951、セワード 1968）
③　ヨンケン（マツミヤ 1937、マツミヤ 1946、オノ 1963、文化庁 1971、文化庁 1975、
基礎Ⅰ分冊 1978、NHKアク 1985、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHK
ことば２ 2005、ペリー 2008）

　  「四分（時）」 …
①　シフン（アカダ／サトミ 1903、マックガバン 1920、マツミヤ 1939、オキノ 1943）
②　シフン、ヨンプン（グロスマン 1927、ヤマギワ 1942、三宅 1943、タカハシ 1945、
マツミヤ 1946、長沼 1951）

③　ヨンプン（ブロック／ジョーデン 1945、ジョーデン 1962、ダン／ヤナダ／エコ
ン 1958、小川／佐藤 1963、ミウラ 1965、小川 1966、イナモト 1972、ツァハー
ト［1963］－1976、文化庁 1971、文化庁 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、NHKことば
１ 1992、玉村他 1993、タニモリ 1994、にほんごの会 1995、NHKアク新 1998、
NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

④　ヨンフン、ヨンプン（マーティン 1954、ブレイラー 1963、マクレイン 1981）
　  「四か月」 …

①　シカゲツ（バレー［1899］－1908、アカダ／サトミ 1903、ローズ＝イニス 1919、
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オキノ 1943、タカハシ 1945、イノウエ 1958）
②　シカゲツ、ヨンカゲツ（ヴァカーリ 1937、サリヴァン 1944、長沼 1951、ダン
／ヤナダ／エコン 1958、ツァハート［1963］－1976、イナモト 1972）

③　ヨンカゲツ（ブロック／ジョーデン 1945、GHQ 1946、三省堂アク１ 1958、ジョー
デン 1962、小川／佐藤 1963、オノ 1963、文化庁 1971、文化庁 1975、マーティ
ン 1975、基礎Ⅰ分冊 1978、三省堂アク２ 1981、NHKことば１ 1992、玉村
他 1993、タニモリ 1994、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

　  「四秒」 …
①　シビョー（アカダ／サトミ 1903）
②　シビョー、ヨビョー、ヨンビョー（グロスマン 1927、タカハシ 1945）
③　シビョー、ヨンビョー（ヤマギワ 1942、ダン／ヤナダ／エコン 1958）
④　ヨンビョー（マーティン 1954、文化庁 1971、イナモト 1972、文化庁 1975、NHK
アク 1985、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005、ペ
リー 2008）

　  「四杯」 …
①　シハイ（アストン 1869、アストン 1888、サトウ２ 1879、ランゲ 1890、コバヤ
シ［1896］－1908、アカダ／サトミ 1903、ホパ・サトウ３ 1904、ウェインツ 1904、
ダン／ヤナダ／エコン 1958）

②　シハイ、ヨンハイ（ヴァカーリ 1937、ヴァカーリ［1939］－1946、ヤマギワ 1942、
三宅読本解説 1943、キヨオカ 1946、長沼 1951、オノ 1963、セワード 1968、文
化庁 1971、文化庁 1975）

③　ヨンハイ（マーティン 1954、ブレイラー 1963、基礎Ⅰ分冊 1978、マックレイ
ン 1981、NHKことば１ 1992、谷守 1992、玉村他 1993、タニモリ 1994、にほ
んごの会 1995、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

　  「四寸」 …
①　シスン（ロドリゲス 1608）
②　シスン、ヨンスン（ヤマギワ 1942）
③　ヨンスン（ダン／ヤナダ／エコン 1958、マーティン 1975、NHKアク 1985）

　  「四個（箇）」 …
①　シコ（高橋発音 1904、ラゲ／オノ 1905、サリヴァン 1944）
②　シコ、ヨンコ（ヤマギワ 1942）
③　ヨンコ（平山アク 1960、上甲 1960、小川／佐藤 1963、オノ 1963、ブレイ
ラー 1963、セワード 1968、文化庁 1971、文化庁 1975、マーティン 1975、基
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礎Ⅰ分冊 1978、NHKアク 1985、NHKことば１ 1992、谷守 1992、玉村他 1993、
タニモリ 1994、にほんごの会 1995、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005、ペ
リー 2008）

　  「四着（衣）」 …
①　シチャク（アカダ／サトミ 1903）
②　シチャク、ヨンチャク（ヤマギワ 1942）
③　ヨンチャク（平山アク 1960、オノ 1963、ブレイラー 1963、セワード 1968、マッ
クレイン 1981、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005）

　  「四足」 …
①　シソク（アストン 1869、アストン 1888、サトウ２ 1879、邨松 1886、コバヤシ
［1896］－1908、アカダ／サトミ 1903、高橋発音 1904、ホパ・サトウ３ 1904、
ウェインツ 1904、オキノ 1943、タカハシ 1945、イノウエ 1958）

②　シソク、ヨンソク（ヴァカーリ 1937、ヤマギワ 1942、長沼 1951、ダン／ヤナ
ダ／エコン 1958、オノ 1963、セワード 1968）

③　ヨンソク（上甲 1960、ブレイラー 1963、文化庁 1971、文化庁 1975、基礎Ⅰ分
冊 1978、NHKことば１ 1992、にほんごの会 1995、NHKアク新 1998、NHKこ
とば２ 2005、ペリー 2008）

　  「四頭」 …
①　シトー（アカダ／サトミ 1903）
②　シトー、ヨントー（タカハシ 1945）
③　ヨントー（小川／佐藤 1963、セワード 1968、文化庁 1971、基礎Ⅰ分冊 1978、
NHKことば１ 1992、にほんごの会 1995、NHKことば２ 2005、ペリー 2008）

　  「四割」 …
①　シワリ（ロドリゲス 1608、ホフマン 1867、赤田／里見 1911、ワグスタッフ 1947）
②　シワリ、ヨワリ、ヨンワリ（グロスマン 1927）
③　ヨンワリ（文化庁 1971、文化庁 1975、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、
NHKことば２ 2005）

　  「四代」 …
①　ヨダイ（ランゲ 1890、プラウト 1904、NHKアク 1943）
②　ヨダイ、ヨンダイ（文化庁 1971）
③　ヨンダイ（NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005）

　  「四遍」 …
①　シヘン（ランゲ 1890、ルマレシャル 1904、ノッス 1907、伊沢 1911）
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②　シヘン、ヨンヘン（ヤマギワ 1942、文化庁 1971、文化庁 1975）
③　ヨンヘン（NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005）
④　ヨンヘン、ヨンペン（ペリー 2008）

　  「四度」28 …
①　ヨド（ロドリゲス 1608、コリャード 1632、邨松 1886、ランゲ 1890、バレー
［1899］－1908、高橋発音 1904、ルマレシャル 1904、和独字彙 1907、ノッス 1907、
藤澤 1914、ローズ＝イニス 1919、ヴァカーリ 1937、マーティン 1954）

②　ヨド、ヨンド（ダン／ヤナダ／エコン 1958、文化庁 1971、イナモト 1972、マー
ティン 1975、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKことば２ 2005）

③　ヨンド（ペリー 2008）
　  「四箱」 …

①　ヨハコ（アカダ／サトミ 1903、グロスマン 1927、ヤマギワ 1942）
②　ヨハコ、シハコ（ダン／ヤナダ／エコン 1958）
③　ヨハコ、ヨンハコ（文化庁 1971、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHK
ことば２ 2005）

④　ヨンハコ（ペリー 2008）
　  「四組（ペア）」 …

ヨクミ（アカダ／サトミ 1903、ヤマギワ 1942）
ヨクミ、シクミ（ダン／ヤナダ／エコン 1958）
ヨクミ、ヨンクミ（NHKアク 1985、NHKことば１ 1992、NHKアク新 1998、NHKこ
とば２ 2005）
ヨンクミ（ペリー 2008）

【参考文献と引用文献】29

アカダ／サトミ（1903）、（赤田開太／里見順吉）、How to speak Japanese Correctly.…初
版、岡崎屋書店。

…28… 回数の言い方にはヨドを認めても、温度などではヨンドだけとする文献もあるが、ここでは区別
していない。

…29… 外国人の著書や外国語で書かれた著書の場合、著者名はカタカナで姓のみを使い、イナモト
（1972）のように表記した。本文中の引用もこの方法によっている。外国人の人名は日本語で表
記がある場合は尊重したが、それでは不統一になる場合は統一した。たとえば、Rose-Innesの表
記は、著書の奥付によると、「ロース、イニス」「ローズ、イニス」「ローズイニス」と変遷してい
る。この場合は、読みを統一して、さらに複合名であることも分かるように「ローズ=イニス」
と表記した。
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秋永一枝編（1958）、『明解日本語アクセント辞典』、三省堂。「三省堂アク１ 1958」
秋永一枝編（1981）、『明解日本語アクセント辞典』２版、三省堂。「三省堂アク２ 1981」
秋永一枝編（2001）、『新明解日本語アクセント辞典』、三省堂。「三省堂アク３ 2001」
浅田健太朗（2000）、「日本語における半濁音化をめぐる問題」、『鎌倉時代語研究』23、

816－835…。
アストン（1869）、（William…George…Aston）、A Short Grammar of the Japanese Spoken 

Language.…Nagasaki.
アストン（1888）、（William…George…Aston）、A Grammar of the Japanese Spoken Lan-

guage.…アストン（1869）の４版であるが、初版が全40ページに対して全212ペー
ジあり、大幅に内容が増えている。

アブラハム／ヤマモト（1950）、（ Richard…D.…Abraham…&…Yamamoto…Sannosuke ）、
Japanese Conversaphone.…ニューヨーク（R.…D.…Dortina…Co.,…Inc.）。

アベ（1937）、（Abe…Masanao）、A New Japanese Course for Beginners.…The…Japanese…
Language…Association.

イーストレーキ／神田乃武（1891）、『和英袖珍新字彙』、三省堂。
飯田朝子（2004）、『数え方の辞典』、小学館。
伊澤修二（1911）、『国定小学読本正読法』、楽石社。「伊澤正読法 1911」とも表記。
イナモト（1972）、（Inamoto…Noboru）、Colloquial Japanese.…Tuttle.
イノウエ（1958）、（井上明）、A New Handbook of Conversation Japanese.…改訂版、邦

題：『新々日本語会話独習』、初版は1954、日研社。
井上十吉（1909）、『新訳和英辞典』、三省堂。
NHK放送文化研究所編（1992）、『NHKことばのハンドブック』、日本放送出版協会。

「NHKことば１ 1992」とも表記する場合がある。
NHK放送文化研究所編（1998）、『NHK日本語発音アクセント辞典新版』、日本放送出

版協会。「NHKアク新 1998」とも表記する場合がある。
NHK放送文化研究所編（2005）、『NHKことばのハンドブック』２版、日本放送出版協

会。「NHKことば２ 2005」とも表記する場合がある。
大槻文彦（1917）、『口語法別記』、文部省。
小川芳男／佐藤純一（1963）、『日本語四週間』、大学書林。
オキノ（1943）、（M.…Larry…Okino）、Practical Standard Japanese with Military Text.…

Philadelphia:…David…McKay…Company.
小田切良太郎／ウォールファールト（1917）、『註解和独辞典』16版、初版は1912、冨

山房。「註解和独［1912］－1917」とも略記。
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織田信義／田中旭／今井孝治（1899）、『和仏辞書』、丸善。「丸善和仏」とも略記。
落合直文（1895）、『日本大文典』第２編、博文館。
オノ（1963）、（Ono…Hideichi）、Everyday Expressions in Japanese.…The…Hokuseido…Press.
オモト（1936）、（尾本憲）、Mrs. Omotoʼs Japanese Conversation.…訂正増補再版、初版

は1935年、川瀬日進堂。奥付の住所は兵庫県武庫郡芦屋中程なので関西の方であ
る。

海外技術者研修協会編（1978）、『日本語の基礎Ⅰ〈分冊英語版〉』、海外技術者研修調
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